
志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
)

︱
︱
明
治
三
十
九
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
︱
︱生

井

知

子

明
治
三
十
九
年

(一
九
〇
六
)
(数
え
二
十
四
歳
・
満
二
十
二
歳
～
二
十
三
歳
)

1
・
1
(月
)

直
哉
は
︑﹁
長
生
﹂
に
つ
い
て
ノ
ー
ト
に
記
す
︒
一
生
を
長
く
感
じ
る
よ
う
︑
活
動
す
る
の
が
い
い
と
の
意
見
︒
ノ
ー
ト
に
は
︑
続
い
て
︑

﹃
多
情
多
恨
﹄
の
感
想
︑
活
動
的
な
生
活
を
す
る
た
め
七
月
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
旅
行
す
る
計
画
︑
稲
・
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
を
念
頭
に
置
い
た

ら
し
い
︽
○
高
慢
な
る
美
し
き
女
あ
り

余
は
︑
彼
を
憶
は
ざ
る
を
得
ざ
る
時
あ
り

し
か
れ
ど
も
彼
の
前
に
跪
く
事
は
如
何
に
し
て
も

し
た
く
な
し
︑
彼
を
し
て
跪
か
し
め
た
く
思
ふ
な
り
︑︾
と
の
メ
モ
あ
り
︒
(﹁
ノ
ー
ト
1
﹂
補
⑤
P
348
～
)

直
哉
は
︑
木
下
利
玄
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
(M
39
・
1
・
1
木
下
利
玄
宛
書
簡
)

里
見
弴
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

1
・
8
(月
)

学
習
院
で
始
業
式
︒
(M
39
・
3
﹁
学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
﹂
68
号
﹁
雑
報
﹂
)

1
・
9
(火
)

直
哉
は
︑﹃
お
竹
と
利
次
郎

(梗
概
)
﹄
執
筆
︒
最
初
︑
木
下
利
玄
と
広
勝
を
モ
デ
ル
に
し
て
︽
男
ら
し
き
女
と
女
ら
し
き
男
と
の
恋
︾
を

書
こ
う
と
考
え
て
い
た
が
︑
そ
の
後
︑
直
哉
は
︽
美
し
き
剛
慢
な
る
女
︾
(稲
・
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
)
と
︽
美
し
き
淑
や
か
な
る
女
︾
と
に
接

し
︑
共
に
愛
し
た
が
︑
傲
慢
な
女
の
前
に
は
決
し
て
跪
く
ま
い
と
思
っ
た
経
験
か
ら
︑
お
竹
と
芳
の
助
と
の
関
係
を
描
こ
う
と
思
っ
た
︒

直
哉
を
モ
デ
ル
と
し
た
利
次
郎
の
友
人
は
︽
大
津
︾︒﹃
フ
ラ
ウ
・
ゾ
ル
ゲ
﹄
﹃
フ
ォ
マ
・
ゴ
ル
デ
ィ
エ
フ
﹄
の
よ
う
に
親
の
こ
と
か
ら
書

一
三
一



く
か
︑﹃
湯
島
詣
﹄
の
よ
う
に
逆
か
ら
書
く
か
︑
ゴ
ー
リ
キ
ー
の
﹃
マ
カ
ル
・
チ
ュ
ド
ラ
﹄
の
感
化
も
あ
る
︑
﹃
多
情
多
恨
﹄
の
筆
が
あ
れ

ば
い
い
も
の
に
な
る
の
に
︑
な
ど
の
言
及
あ
り
︒
(未
定
稿
14
)

＊
﹁
長
生
﹂
と
関
わ
る
メ
モ
で
あ
る
未
定
稿
15
は
︑
未
定
稿
14
の
ノ
ー
ト
の
紙
に
引
き
続
き
書
か
れ
て
い
る
︒
同
じ
頃
に
書
か
れ
た
も
の

か
？

正
親
町
公
和
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
葉
書
の
お
礼
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

1
・
11
(木
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
吉
光
長
一
が
気
管
支
カ
タ
ル
で
四
週
間
の
欠
席
届
が
出
て
い
る
︑
細
川
護
立
は
黄
疸
で
欠
席
届

が
出
て
い
る
︑
片
山
先
生
も
ず
っ
と
休
ん
で
い
る
︑
と
の
こ
と
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)

1
・
12
(金
)

細
川
護
立
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
病
気
で
登
校
で
き
な
い
た
め
︑
一
月
分
の
旅
行
費
の
徴
収
を
直
哉
に
頼
み
た
い
と
の
こ
と
︒
(﹃
志

賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

＊
一
年
間
毎
月
二
円
く
ら
い
ず
つ
お
金
を
た
め
て
︑
夏
に
旅
行
を
し
た
︒
(座
談
会
﹃
志
賀
直
哉
日
記
を
め
ぐ
っ
て
﹄
)

1
・
13
(土
)

午
前
九
時
︑
志
賀
直
道
が
胃
癌
で
死
去
︒
(志
賀
家
系
図
)
(M
39
・
1
・
14
︑
15
﹁
東
京
朝
日
新
聞
﹂
広
告
)
白
っ
児
の
葬
儀
社
が
葬
儀
万
端
を

引
き
受
け
る
︒
(﹃
祖
母
の
為
に
﹄
)

1
・
16
(火
)

志
賀
直
道
の
葬
儀
︒
午
前
九
時
出
棺
︑
青
山
墓
地
で
葬
儀
︒
(M
39
・
1
・
14
︑
15
﹁
東
京
朝
日
新
聞
﹂
広
告
)

1
・
17
(水
)

正
親
町
公
和
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
い
つ
か
ら
学
校
に
来
る
の
か
︑
木
下
利
玄
が
こ
の
頃
病
気
で
休
ん
で
い
る
か
わ
り
に
︑
川
村
弘

は
登
校
す
る
よ
う
に
な
っ
た
︑
吉
光
長
一
の
病
気
は
気
の
毒
だ
︑
文
科
の
人
四
五
人
だ
け
で
水
曜
日
に
神
田
乃
武
の
授
業
が
あ
る
の
で
︑

何
か
面
白
い
も
の
を
や
っ
て
も
ら
い
た
い
と
協
議
中
だ
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

1
・
18
(木
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
病
気
見
舞
い
の
お
礼
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

1
・
24
(水
)

雪
︒﹁
歴
史
﹂
の
時
間
中
︑
直
哉
は
川
村
弘
に
︽
風
流
韻
事
を
解
す
る
君
の
此
雪
景
色
に
炬
燵
に
入
つ
て
暖
を
貪
る
愚
は
な
さ
ざ
る
べ
し
︑

共
に
江
戸
の
街
の
雪
見
を
な
さ
ず
や
︾
と
教
場
通
信
を
回
す
︒
川
村
弘
は
炬
燵
に
入
っ
て
雪
見
酒
が
風
流
だ
と
返
事
を
す
る
と
︑
直
哉
は

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
)

一
三
二



︽
江
戸
式
の
風
流
を
解
せ
ざ
る
は
憐
れ
な
り
︑
北
斎
の
雪
景
色
を
見
給
は
ざ
る
や
︾
と
返
事
を
す
る
︒
(﹃
芳
舟
遺
稿
﹄
所
収
川
村
弘
日
記
)

1
・
25
(木
)

正
親
町
公
和
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

1
・
28
(日
)

昼
近
く
︑
医
者
の
帰
り
に
︑
直
哉
は
木
下
利
玄
を
訪
問
︒
昼
食
後
︑
木
下
利
玄
と
昨
年
春
の
鹿
野
山
旅
行
の
思
い
出
を
語
り
つ
つ
青
山
に

行
く
︒
川
村
弘
を
誘
い
︑
志
賀
直
道
の
墓
参
を
し
て
帰
宅
︒
岩
倉
道
倶
も
来
宅
︒
夕
方
︑
木
下
利
玄
と
田
中
平
一
を
訪
問
︒
木
下
利
玄
と

共
に
帰
宅
︒
夕
食
後
︑
夜
ま
で
国
立
劇
場
・
女
・
お
化
け
・
夢
な
ど
に
つ
い
て
語
る
︒
(木
下
利
玄
日
記
)

正
親
町
公
和
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
こ
れ
が
﹃
即
興
詩
人
﹄
の
出
だ
し
の
噴
水
で
は
な
か
っ
た
か
︑
﹃
吾
輩
は
猫
で
あ
る
﹄﹃
新
曲
赫
映

姫
﹄
北
斎
三
枚
が
届
い
た
︑
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

2
・
2
(金
)

正
親
町
公
和
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
三
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

2
・
3
(土
)

吉
光
長
一

(空
華
)
死
去
の
電
話
を
川
村
弘

(芳
舟
)
か
ら
受
け
︑
直
哉
は
神
田
の
神
保
院
に
行
く
︒
(未
定
稿
18
﹃
濠
の
波
﹄
)
吉
光
も
昇

之
助
フ
ァ
ン
の
一
人
だ
っ
た
︒
(﹃
興
津
﹄
)

2
・
4
(日
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
五
日
の
消
印
︒﹃
誓
の
巻
﹄
の
批
評
あ
り
が
と
う
︑
昨
日
武
者
小
路
実
篤
か
ら
遊
び
に
来
い
と
の

直
哉
の
こ
と
づ
て
を
聞
い
た
が
所
用
の
た
め
行
け
な
か
っ
た
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

2
・
6
(火
)

直
哉
は
︑
有
島
生
馬
に
手
紙
を
書
く
︒
大
学
を
出
た
ら
独
立
す
る
約
束
を
父
・
志
賀
直
温
と
し
て
い
る
の
で
︑
ど
う
し
た
ら
い
い
か
︑
名

案
が
な
く
て
困
っ
て
い
る
︒
金
持
ち
に
な
ら
な
い
商
売
人
に
な
る
か
︑
大
百
姓
で
な
い
百
姓
に
な
る
か
︒
昨
今
︑
父
と
親
し
く
な
り
︑
毎

日
話
を
す
る
︒
按
摩
を
し
た
り
︑
父
に
色
々
用
を
言
い
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
川
村
弘
が
吉
光
長
一
の
遺
稿
集
を
出
す
た
め
に
奔

走
し
て
い
る
︒
最
近
︑
北
斎
の
よ
さ
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
大
学
は
哲
学
科
は
や
め
︑
英
文
科
に
す
る
方
が
得
策
だ
と
分
か
っ
た
︒

軽
い
中
耳
炎
で
一
週
間
ほ
ど
学
校
を
休
ん
だ
︑
な
ど
︒
(M
39
・
2
・
6
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

2
・
8
(木
)？
木
下
利
玄
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
昇
之
助
の
子
供
時
代
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
娘
を
見
か
け
た
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
)

一
三
三



2
・
10
(土
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
肖
像
画
の
絵
葉
書
を
書
く
︒
イ
プ
セ
ン
は
ア
メ
リ
カ
の
有
島
武
郎
も
よ
く
読
ん
で
い
る
と
の
こ
と
︒

(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

2
・
11
(日
)

直
哉
は
︑
前
日
見
た
︑
子
供
に
帰
り
︑
房
吉
に
背
負
わ
れ
て
千
駄
木
の
佐
本
に
寄
る
夢
︑
実
母
が
実
は
生
き
て
い
た
が
︑
義
母
が
居
る
為

自
家
に
は
帰
れ
ぬ
と
い
う
夢
を
手
帳

(
Im
p
re
ssio
n
sⅡ

?)
に
記
し
た
ら
し
い
︒
(
未
定
稿
69
﹃
せ
め
ふ
さ
げ
﹄
十
一
)

2
・
13
(火
)

直
哉
は
﹁
手
帳
1
﹂
(
Im
p
re
ssio
n
sⅢ

)
を
使
い
始
め
る
︒
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
の

“
T
h
e
W
e
a
v
e
rs”
(﹃
織
工
﹄
)
︑
粋
に
つ
い
て
の
メ
モ
な
ど

あ
り
︒
(新
﹃
志
賀
直
哉
全
集
﹄
補
⑤
P
3
～
)

＊
対
談
﹃
小
説
に
つ
い
て
﹄
に
よ
れ
ば
︑
河
竹
黙
阿
弥
が
始
終
帳
面
を
持
っ
て
見
聞
し
た
こ
と
を
書
き
留
め
て
い
た
と
聞
い
て
︑
そ
の
真

似
を
し
て
︑
小
さ
い
帳
面
を
懐
に
入
れ
て
い
た
時
代
が
あ
る
︒

有
島
生
馬
が
直
哉
に
イ
プ
セ
ン
の
肖
像
画
の
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

2
・
15
(木
)

父
・
木
下
利
永
の
病
気
の
た
め
︑
足
守
に
帰
省
し
た
木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
新
橋
ま
で
機
械
を
持
っ
て
見
送
り
に
来
て
く
れ

た
礼
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

2
・
17
(土
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
直
哉
の
注
意
に
従
っ
て
︑
布
団
を
釣
り
︑
機
械
で
牛
肉
の
汁
を
搾
っ
て
飲
ま
せ
た
と
の
報
告
︒
(﹃
志

賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

2
？

直
哉
は
︑
有
島
生
馬
に
手
紙
を
書
く
︒
山
本
愛
子
が
︑
山
本
直
良
に

(関
安
子
の
事
を
？
)
打
ち
明
け
た
そ
う
だ
︑
学
習
院
で
は
︑
デ
ィ
ッ

ケ
ン
ズ
の

“
A
T
a
le
o
f
T
w
o
C
itie
s”
(﹃
二
都
物
語
﹄
)
の
神
田
乃
武
の
講
義
が
今
年
に
入
っ
て
始
ま
り
︑
林
博
太
郎
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン

“
B
ild
e
rb
u
ch
o
h
n
e
B
ild
e
r”
(﹃
絵
の
な
い
絵
本
﹄
)
も
始
ま
り
︑
服
部
他
之
助
は

“
S
to
rie
s
fro
m
V
irg
il”
(﹃
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
作
品
集
﹄
)
を

講
義
し
て
い
る
︑
家
で
は
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
の

“
T
h
e
W
e
a
v
e
rs”
を
読
み
出
し
た
︑
イ
プ
セ
ン
研
究
は
も
う
少
し
た
っ
て
か
ら
に
し
た
︑

今
の
内
は
語
学
に
力
を
集
注
し
な
い
と
損
だ
︑
な
ど
︒
(M
39
・
2
？
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

＊
神
田
乃
武
の

“
A
T
a
le
o
f
T
w
o
C
itie
s”
の
革
命
の
所
な
ど
は
︑
ベ
ラ
ン
メ
エ
調
で
︑
速
記
し
て
お
け
ば
い
い
翻
訳
だ
と
思
っ
た
︒
非

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
)

一
三
四



常
に
面
白
か
っ
た
︒
(座
談
会
﹃
学
習
院
時
代
を
語
る
﹄
)
(対
談
﹃
明
治
の
青
春
﹄
)

2
・
19
(月
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
︑
父
・
木
下
利
永
死
去
と
の
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

2
・
22
(木
)

邦
語
部
例
会
︒
直
哉
が
開
会
の
辞
を
述
べ
る
︒
大
原
重
勇
﹁
郡
司
大
尉
﹂
︑
柳
沢
光
治
﹁
野
見
宿
禰
の
仁
﹂︑
服
部
純
雄
﹁
平
治
物
語
待
賢

門
の
一
節
﹂
(朗
読
)
︑
志
賀
直
哉
﹁
よ
ろ
し
く
﹂︑
内
藤
政
光
﹁
近
江
聖
人
﹂︑
児
島
喜
久
雄
﹁
忘
れ
ら
れ
た
る
輔
仁
会
雑
誌
﹂︑
園
田
進

﹁
境
遇
の
吾
人
に
及
ぼ
す
影
響
﹂︑
裏
松
友
光
の
飛
び
入
り
︑
徳
川
慶
久
﹁
所
感
﹂
︑
大
森
金
五
郎
﹁
片
瀬
游
泳
寄
宿
舎
に
於
け
る
生
活
を

憶
ふ
﹂︒
閉
会
の
辞
も
直
哉
で
︑
同
級
同
士
で
討
論
を
し
て
欲
し
い
︑
高
三
で
は
今
日
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
︑
出
演
者
が
多
か
っ
た
の

で
や
め
た
︑
次
回
は
す
る
つ
も
り
︑
と
述
べ
る
︒
(M
39
・
3
﹁
学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
﹂
68
号
﹁
批
評
﹂
﹁
二
月
二
十
二
日
の
邦
語
部
例
会
評
﹂
)
(里

見
弴
﹃
君
と
私
﹄
五
)
(座
談
会
﹃﹁
白
樺
﹂
座
談
会
﹄
)
(﹁
手
帳
1
﹂
補
⑤
P
5
)

2
・
23
(金
)

俳
句
・
川
柳
が
大
流
行
中
の
学
習
院
高
等
学
科
で
聯
珠
吟
が
始
ま
り
︑
五
日
間
に
及
ぶ
︒
直
哉
も
加
わ
る
︒
(
新
﹃
志
賀
直
哉
全
集
﹄
補
④
)

(﹁
手
帳
1
﹂
補
⑤
P
6
～
7
)

2
・
24
(土
)

英
国
コ
ン
ノ
ー
ト
殿
下
を
招
待
し
︑
東
京
音
楽
学
校
で
英
国
大
使
夫
人
主
催
の
音
楽
会
︒
夜
は
コ
ン
ノ
ー
ト
殿
下
を
招
待
し
︑
歌
舞
伎
座

で
︑﹁
昔
話
日
英
同
盟
﹂﹁
夜
討
曾
我
﹂﹁
彫
刻
師
の
夢
﹂
を
上
演
︒
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)
(
M
39
・
2
・
25
﹁
読
売
新
聞
﹂
)

直
哉
も
︑
コ
ン
ノ
ー
ト
殿
下
の
歓
迎
を
兼
ね
た
慈
善
音
楽
会
と
歌
舞
伎
座
の
慈
善
芝
居
を
見
た
︒
(﹁
手
帳
1
﹂
補
⑤
P
9
)

こ
の
頃
か
？

直
哉
は
︑
イ
プ
セ
ン
︑
ゴ
ー
リ
キ
ー
も
破
壊
者
で
あ
る
と
し
︑﹁
破
壊
﹂
と
い
う
題
で
演
説
す
る
こ
と
を
考
え
る
︒
(﹁
手
帳
1
﹂
補
⑤
P
7
)

3
・
3
(土
)

直
哉
は
︑
三
月
十
三
日
に
す
る
演
説
﹁
長
生
﹂
の
原
稿
を
書
く
︒
長
生
と
は
活
動
的
な
人
生
を
送
る
こ
と
で
あ
る
と
し
︑
ゴ
ー
リ
キ
ー
を

例
に
挙
げ
る
︒
(﹁
ノ
ー
ト
2
﹂
補
⑤
P
352
～
)

3
・
7
(水
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
ロ
ー
マ
の
消
印
︑
麻
布
四
月
十
四
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

3
・
8
(木
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
九
日
の
消
印
︒
二
月
八
日
に
見
か
け
た
昇
之
助
の
子
供
時
代
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
娘
に
︑
ま
た
会
っ

た
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
)

一
三
五



3
・
9
(金
)

三
時
半
か
ら
︑
吉
光
長
一
の
五
七
日
の
為
︑
大
久
保
の
専
福
寺
で
法
要
︒
一
部
三
年
級
主
催
︒
吉
光
は
義
太
夫
︑
殊
に
﹁
芳
四
﹂﹁
逆
櫓
﹂

﹁
堀
川
﹂
が
好
き
で
あ
っ
た
の
で
︑
夜
︑
川
村
弘
と
直
哉
は
︑
一
ツ
木
に
朝
重
の
﹁
近
頃
河
原
達
引
﹂
堀
川
の
段
を
聞
き
に
行
く
︒
(﹃
芳

舟
遺
稿
﹄
所
収
川
村
弘
日
記
)

正
親
町
公
和
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
十
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

3
・
11
(日
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
の
消
印
︑
東
京
四
月
四
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

3
・
13
(火
)

学
習
院
邦
語
演
説
会
︒
武
者
小
路
実
篤
﹁
エ
マ
ー
ソ
ン
の
自
信
論
梗
概
﹂
(
朗
読
)
︑
清
岡
八
郎
﹁
男
ら
し
い
男
﹂
︑
川
村
弘
﹁
樗
牛
の
生

涯
﹂︑
柳
宗
悦
﹁
平
家
雑
感
﹂
(朗
読
)
︑
柳
沢
保
承
﹁
清
見
寺
の
鐘
声
﹂
(朗
読
)
︑
志
賀
直
哉
﹁
長
生
﹂
︑
斎
藤
博
﹁
輔
仁
会
大
会
に
就
き

て
﹂︒
討
論
﹁
田
舎
生
活
と
都
会
生
活
﹂
で
︑
田
舎
派
は
武
者
小
路
実
篤
・
徳
川
慶
久
・
細
川
護
立
・
斎
藤
博
︑
都
会
派
は
志
賀
直
哉
・

川
村
弘
・
正
親
町
公
和
・
木
下
利
玄
︑
裏
松
友
光
が
議
長
︒
(木
下
利
玄
日
記
)
(﹁
手
帳
1
﹂
補
⑤
P
8
～
10
)
(M
39
・
6
﹁
学
習
院
輔
仁
会
雑

誌
﹂
69
号
﹁
雑
報
﹂
)

こ
の
頃
か
？

直
哉
は
小
山
内
薫
宛
の
絵
葉
書

(未
投
函
)
に
ピ
ネ
ロ
の
こ
と
を
記
す
︒
ピ
ネ
ロ
を
一
冊
読
ん
で
み
た
い
と
思
っ
た
が
︑
何
が
傑
作
か
分

か
ら
な
い
の
で
︑
丸
善
に
頼
ん
で
全
集
を
取
り
寄
せ
て
貰
っ
た
ら
二
十
冊
ほ
ど
来
た
の
で
︑
よ
さ
そ
う
な
も
の
を
同
級
の
四
人
で
八
冊

買
っ
た
︑
“
S
w
e
e
t
L
a
v
e
n
d
e
r”
“
T
h
e
M
a
g
istra
te
”
“
T
h
e
S
e
co
n
d
M
rs
T
a
n
q
u
e
ra
y
”
“
D
a
n
d
y
D
ick
”
“
T
h
e
S
ch
o
o
lm
istre
ss”

“
T
h
e
C
a
b
in
e
t
M
in
iste
r”
な
ど
︒
小
山
内
薫
に
﹃
ザ
・
セ
コ
ン
ド
・
ミ
セ
ス
・
タ
ン
カ
レ
ー
﹄
を
送
る
︒
(新
﹃
志
賀
直
哉
全
集
﹄
⑰
P

113
)

＊
『ザ
・
セ
コ
ン
ド
・
ミ
セ
ス
・
タ
ン
カ
レ
ー
﹄
は
︑
斎
藤
博
か
ら
借
り
て
小
山
内
薫
に
貸
し
た
ら
し
い
︒
ピ
ネ
ロ
の

“
A

W
ife

W
ith
o
u
t
a
S
m
ile
”
(﹃
笑
わ
ぬ
妻
﹄
)
を
︑
三
月
十
五
日
に
小
山
内
薫
か
ら
借
り
た
ら
し
い
︒
(﹁
手
帳
1
﹂
補
⑤
P
17
)

＊
直
哉
は
小
山
内
薫
に
勧
め
ら
れ
て
︑
ハ
イ
ネ
マ
ン
と
い
う
本
屋
か
ら
出
た
ピ
ネ
ロ
の
戯
曲
を
十
冊
ほ
ど
取
り
寄
せ
︑
小
山
内
薫
に
貸
し

た
︒
直
哉
は
あ
ま
り
興
味
が
な
く
︑﹃
ザ
・
セ
コ
ン
ド
・
ミ
セ
ス
・
タ
ン
カ
レ
ー
﹄
と
い
う
の
を
一
つ
だ
け
読
ん
だ
と
回
想
し
て
い
る
︒

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
)

一
三
六



(﹃
丸
善
の
憶
ひ
出
﹄
)
(座
談
会
﹃
志
賀
直
哉
日
記
を
め
ぐ
っ
て
﹄
)

こ
の
頃
か
？

直
哉
は
︑
イ
エ
ー
ガ
ー
の

“
H
e
n
rik
Ib
se
n
”︑
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の

“
R
u
d
in
”
(﹃
ル
ー
ジ
ン
﹄
)
︑
ズ
ー
デ
ル
マ
ン
の

“
F
ra
u
S
o
rg
e
”︑
ト

ル
ス
ト
イ
の

“
K
re
u
tz
e
r
S
o
n
a
ta
”︑
“
M
a
u
p
a
ssa
n
t”︑
ピ
ネ
ロ
の

“
T
h
e
M
a
g
istra
te
”
(﹃
判
事
﹄
)
“
A
W
ife
W
ith
o
u
t
a
S
m
ile
”︑

ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
の

“
T
h
e
W
e
a
v
e
rs”
︑
島
崎
藤
村
の
﹃
破
戒
﹄
な
ど
の
書
名
を
手
帳
に
記
す
︒
(﹁
手
帳
1
﹂
補
⑤
P
10
～
11
)

3
・
17
(土
)

﹁
漢
文
﹂
の
試
験
︒
(﹁
手
帳
1
﹂
補
⑤
P
10
)

3
・
18
(日
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
本
郷
座
の
﹁
野
火
﹂
を
見
に
行
く
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

3
・
20
(火
)

﹁
文
学
史
﹂
の
試
験
︒
(﹁
手
帳
1
﹂
補
⑤
P
10
)

3
・
22
(木
)

イ
プ
セ
ン
の
顔
の
つ
い
た
葉
書
が
武
者
小
路
実
篤
の
所
に
届
く
︒
木
下
利
玄
に
よ
る
と
直
哉
の
し
わ
ざ
︒
直
哉
は
学
習
院
を
欠
席
︒
(武

者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

3
・
23
(金
)

﹁
歴
史
﹂
の
試
験
︒
(﹁
手
帳
1
﹂
補
⑤
P
10
)
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

3
・
24
(土
)

直
哉
は
︑﹃
濠
の
波
﹄
執
筆
︒
吉
光
長
一

(空
華
)
追
悼
の
文
章
︒
(未
定
稿
18
)

3
・
26
(月
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒︽
せ
め
て
意
志
の
強
か
つ
た
そ
の
人
に
あ
や
か
る
べ
く
今
日
は
久
し
振
り
に

T
o
rto
ise
の
親
焼
を

味
つ
た
︑︾
と
記
す
︒
広
勝
の
こ
と
か
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

3
・
27
(火
)

晩
︑
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
直
哉
は
運
動
に
つ
い
て
の
作
文
を
見
せ
ら
れ
る
︒
つ
い
で
正
親
町
公
和
が
来
宅
︒
(武
者
小
路
実

篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
二
十
八
日
の
消
印
︒
東
京
座
か
ら
の
便
り
を
見
た
︑
明
晩
一
緒
に
銀
座
に
行
こ
う
︑
な
ど
︒
(﹃
志

賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

3
・
28
(水
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
ロ
ー
マ
の
消
印
︑
麻
布
五
月
十
四
日
の
消
印
︒
二
月
十
七
日
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
︑
な
ど
︒

(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
)

一
三
七



3
・
30
(金
)

直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
︒
武
者
小
路
実
篤
が
先
日
書
き
上
げ
た
ド
ラ
マ
の
梗
概
を
見
︑
一
緒
に
木
下
利
玄
を
訪
問
︒
(武
者
小
路
実

篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

3
・
31
(土
)

直
哉
は
一
人
で
鹿
野
山
へ
旅
行
︒
(M
39
・
4
・
2
川
村
弘
宛
書
簡
)
(M
39
・
4
・
4
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

4
・
2
(月
)

直
哉
は
鹿
野
山
で
︑
川
村
弘
︑
田
中
平
一
︑
武
者
小
路
実
篤
に
葉
書
を
書
く
︒
(M
39
・
4
・
2
川
村
弘
宛
書
簡
)
(
M
39
・
4
・
2
田
中
平
一
宛

書
簡
)
(M
39
・
4
・
2
武
者
小
路
実
篤
宛
書
簡
)

直
哉
は
﹃
花
ち
や
ん
﹄
執
筆
︒
(﹃
菜
の
花
と
小
娘
﹄
草
稿
)
(﹁
手
帳
1
﹂
補
⑤
P
11
～
12
)

4
・
3
(火
)

直
哉
は
黒
木
三
次
に
葉
書
を
書
く
︒
(M
39
・
4
・
3
黒
木
三
次
宛
書
簡
)

4
・
4
(水
)

鹿
野
山
に
木
下
利
玄
と
北
島
貴
孝
が
二
泊
し
に
来
る
︒
(M
39
・
4
・
5
志
賀
家
宛
書
簡
)

直
哉
は
有
島
生
馬
に
手
紙
を
書
く
︒
⃝七
の
長
女
が
リ
ュ
ー
マ
チ
で
去
年
亡
く
な
っ
た
︑
昨
日
は
一
番
大
き
な
老
杉
が
倒
さ
れ
た
︑﹃
破
戒
﹄

は
今
読
ん
で
い
る
︑
な
ど
︒
(M
39
・
4
・
4
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
↓
『老
杉
﹄

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
病
気
に
な
っ
た
こ
と
︑
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
の
﹃
日
の
出
前
﹄
読
了
と
の
こ
と
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全

集
﹄
)

4
・
5
(木
)

直
哉
は
鹿
野
山
で
︑
志
賀
家
︑
清
水
澄
︑
武
者
小
路
実
篤
︑
里
見
弴
に
葉
書
を
書
く
︒
ピ
ネ
ロ
は
来
た
翌
日
読
ん
だ
が
た
い
し
た
こ
と
は

な
い
︑﹃
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
・
ソ
ナ
タ
﹄
は
一
気
に
読
も
う
と
し
た
の
で
失
敗
し
た
︑
な
ど
の
記
述
あ
り
︒
(M
39
・
4
・
5
志
賀
家
宛
書
簡
)

(M
39
・
4
・
5
清
水
澄
宛
書
簡
)
(M
39
・
4
・
5
武
者
小
路
実
篤
宛
書
簡
)
(M
39
・
4
・
5
里
見
弴
宛
書
簡
)

川
村
弘
が
直
哉
に
手
紙
を
出
す
︒
長
野
に
旅
行
し
た
︑
鹿
野
山
か
ら
の
直
哉
の
便
り
を
受
け
取
っ
た
︑
な
ど
︒
(﹃
芳
舟
遺
稿
﹄
所
収
川
村
弘

書
簡
)

4
・
6
(金
)

直
哉
は
上
田
操
に
葉
書
を
書
く
︒
富
士
廻
り
に
は
参
加
し
な
か
っ
た
と
の
こ
と
︒
(
M
39
・
4
・
6
上
田
操
宛
書
簡
)

こ
の
頃
か
？

直
哉
は
読
み
か
け
の
本
と
し
て
︑
ゴ
ー
リ
キ
ー
の

“
F
o
m
a
G
o
rd
y
e
e
ff”
“
T
h
e
O
u
tca
sts”
︑
ト
ル
ス
ト
イ
の

“
K
re
u
tz
e
r
S
o
n
a
ta
”︑

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
)

一
三
八



ズ
ー
デ
ル
マ
ン
の

“
T
h
e
Jo
y
o
f
L
iv
in
g
”︑
イ
プ
セ
ン
の

“
B
ra
n
d
”︑
“
Ib
se
n
s̓
L
ife
”
の
書
名
を
手
帳
に
メ
モ
す
る
︒
四
月
中
に
読
み

上
げ
る
予
定
の
も
の
は
︑
“
Ico
n
o
cla
sts,a
b
o
o
k
o
f
d
ra
m
a
tists
:Ib
se
n
,S
trin
d
b
e
rg
,B
e
cq
u
e
,H
a
u
p
tm
a
n
n
,S
u
d
e
rm
a
n
n
,H
e
rv
ie
u
,

G
o
rk
y
,D
u
se
a
n
d
d
A̓
n
n
u
n
z
io
,M
a
e
te
rlin
ck
a
n
d
B
e
rn
a
rd
S
h
a
w
”
(﹃
偶
像
破
壊
者
﹄
)
︑
イ
プ
セ
ン
の

“
L
o
v
e
s̓
C
o
m
e
d
y
”
(﹃
愛
の
喜

劇
﹄
)
“
P
e
e
r
G
y
n
t”
“
T
h
e
L
e
a
g
u
e
o
f
Y
o
u
th
”
“
P
illa
rs
o
f
S
o
cie
ty
”
︒
五
月
中
に
読
み
上
げ
る
予
定
の
も
の
は
︑
“
A
n
E
n
e
m
y
o
f

S
o
cie
ty
”
“
T
h
e
W
ild
D
u
ck
”
“
R
o
sm
e
rsh
o
lm
”
“
T
h
e
L
a
d
y
fro
m

th
e
S
e
a
”
(﹃
海
の
夫
人
﹄
)
“
H
e
d
d
a
G
a
b
le
r”
“
Jo
h
n
G
a
b
rie
l

B
o
rk
m
a
n
”︒
六
月
中
に
読
み
上
げ
る
予
定
の
も
の
は
︑
“
L
ittle
E
y
o
lf”
“
T
h
e
M
a
ste
r
B
u
ild
e
r”
“
N
o
ra
”
“
G
h
o
sts”
“
W
h
e
n
W
e

D
e
a
d
A
w
a
k
e
n
”︒
(﹁
手
帳
1
﹂
補
⑤
P
14
～
15
)

4
・
7
(土
)

白
杉
義
雄
ら
一
行
が
︑
一
泊
し
に
鹿
野
山
に
来
る
︒
(M
39
・
4
・
9
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
(M
39
・
4
・
9
志
賀
家
宛
書
簡
)

直
哉
は
︑
黒
木
三
次
︑
田
村
寛
貞
︑
武
者
小
路
実
篤
に
葉
書
を
書
く
︒
田
村
寛
貞
た
ち
と
の
富
士
廻
り
不
参
加
の
詫
び
な
ど
︒
(M
39
・

4
・
7
黒
木
三
次
宛
書
簡
)
(M
39
・
4
・
7
田
村
寛
貞
宛
書
簡
)
(M
39
・
4
・
7
武
者
小
路
実
篤
宛
書
簡
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
鹿
野
山
か
ら
帰
っ
た
時
の
こ
と
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

4
・
8
(日
)

直
哉
は
︑
騒
が
し
い
客
を
人
間
中
の
畜
生
で
あ
る
と
不
快
に
思
う
︒
ピ
ネ
ロ
の

“
T
h
e
M
a
g
istra
te
”
読
了
︒
イ
プ
セ
ン
を
研
究
し
よ
う

と
決
意
し
︑
イ
プ
セ
ン
の
伝
記
を
真
面
目
に
読
み
出
す
︒
(﹁
手
帳
1
﹂
補
⑤
P
16
)

直
哉
は
︑﹁
手
帳
2
﹂
(
Im
p
re
ssio
n
sⅣ

)
を
使
い
始
め
る
︒
こ
の
頃
︑
読
み
か
け
の
本
は
︑
“
F
o
m
a
G
o
rd
y
e
e
ff”︑
“
T
h
e
O
u
tca
sts”︑

“
K
re
u
tz
e
r
S
o
n
a
ta
”︑
“
T
h
e
Jo
y
o
f
L
iv
in
g
”︑
ハ
イ
エ
ル
マ
ン
ス
の

“
T
h
e
G
h
e
tto
”
(﹃
ゲ
ッ
ト
ー
﹄
)
︑
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
の

“
L
o
n
e
ly

L
iv
e
s”
(﹃
寂
し
き
人
々
﹄
)
︒
イ
プ
セ
ン
研
究
の
予
定
も
立
て
る
︒
(新
﹃
志
賀
直
哉
全
集
﹄
補
⑤
P
18
～
)

里
見
弴
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
鹿
野
山
か
ら
の
葉
書
を
受
け
取
っ
た
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
ロ
ー
マ
の
消
印
︑
麻
布
五
月
十
四
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
)

一
三
九



4
・
9
(月
)

直
哉
は
鹿
野
山
で
︑
志
賀
家
に
︑
十
一
日
の
夕
方
帰
宅
予
定
と
の
葉
書
を
書
く
︒
(
M
39
・
4
・
9
志
賀
家
宛
書
簡
)
有
島
生
馬
に
は
手
紙
を

書
く
︒
島
崎
藤
村
の
﹃
破
戒
﹄
を
読
ん
だ
が
︑
こ
れ
は
今
ま
で
の
日
本
の
小
説
と
は
違
い
︑
ロ
ー
マ
ン
ス
と
い
う
べ
き
も
の
で
︑
ズ
ー
デ

ル
マ
ン
﹃
フ
ラ
ウ
・
ゾ
ル
ゲ
﹄・
ゴ
ー
リ
キ
ー
﹃
フ
ォ
マ
・
ゴ
ル
デ
ィ
エ
フ
﹄
の
体
と
同
じ
︑
そ
の
記
事
が
常
に
主
人
公
を
離
れ
な
い
点
︑

主
人
公
が
平
凡
人
で
あ
る
点
は
大
変
い
い
が
︑
同
情
で
き
る
人
で
あ
る
と
い
う
の
が
主
人
公
の
最
も
大
切
な
資
格
な
の
に
︑
丑
松
に
は
そ

れ
が
な
い
︑﹃
破
戒
﹄
の
結
末
で
先
ま
で
書
き
す
ぎ
な
い
と
こ
ろ
は
︑
こ
の
間
読
ん
だ
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
の
﹃
織
工
﹄
と
同
じ
で
い
い
︑
な

ど
と
批
評
︒
ピ
ネ
ロ
の
も
の
二
つ
︑﹃
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
・
ソ
ナ
タ
﹄
を
三
分
の
一
読
ん
だ
︑
イ
エ
ー
ガ
ー

(
Ja
e
g
e
r)
の
﹃
イ
プ
セ
ン
伝
﹄

を
読
ん
で
い
る
が
と
て
も
面
白
い
︑
な
ど
と
記
す
︒
(M
39
・
4
・
9
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

4
・
10
(火
)

直
哉
は
鹿
野
山
で
︑
丸
善
の
加
藤
実
造
に
︑
ビ
ョ
ル
ン
ソ
ン
の

“
L
a
b
o
re
m
u
s”
(
ラ
テ
ン
語
︑
﹃
さ
あ
仕
事
を
続
け
よ
う
﹄
)
︑
“
P
la
y
s
o
f

M
a
e
te
rlin
ck
”︑
カ
ー
リ
ダ
ー
サ
の

“
S
h
a
k
u
n
ta
la
”
(﹃
シ
ャ
ク
ン
タ
ラ
﹄
)
を
注
文
す
る
葉
書
を
書
く
︒
(M
39
・
4
・
10
加
藤
実
造
宛
書
簡
)

手
帳
に
︑
天
皇
制
を
否
定
し
て
迫
害
さ
れ
る
︽
覚
中
夢
︾
を
記
し
︑
そ
れ
を
﹃
フ
ラ
ウ
・
ゾ
ル
ゲ
﹄﹃
フ
ォ
マ
・
ゴ
ル
デ
ィ
エ
フ
﹄﹃
破

戒
﹄
の
よ
う
な
体
の
小
説
に
す
る
こ
と
︑
発
売
禁
止
に
な
る
こ
と
︑
迫
害
を
受
け
︑
ゴ
ー
リ
キ
ー
の
も
と
で
子
供
を
育
て
る
こ
と
︑
長
男

が
立
派
な
偶
像
破
壊
者
に
な
っ
て
帰
国
す
る
こ
と
な
ど
を
︑︽
覚
中
夢
二
︾
と
し
て
記
す
︒
(﹁
手
帳
2
﹂
補
⑤
P
21
～
24
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
﹃
父
と
子
﹄
を
乱
読
し
た
な
ど
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)

4
・
11
(水
)

学
習
院
で
始
業
式
︒
(M
39
・
6
﹁
学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
﹂
69
号
﹁
雑
報
﹂
)

直
哉
は
︑
武
者
小
路
実
篤
に
電
話
を
し
︑﹃
イ
プ
セ
ン
伝
﹄
を
読
み
つ
つ
あ
る
と
告
げ
る
︒
(
武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

4
・
12
(木
)

昼
休
み
︑
直
哉
は
︑
武
者
小
路
実
篤
に
イ
プ
セ
ン
の
幼
時
の
話
を
し
︑
旅
行
の
相
談
を
す
る
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日

記
)

4
・
13
(金
)

｢武
課
﹂
の
前
の
休
み
に
︑
垂
桜
の
下
の
テ
ー
ブ
ル
を
は
さ
ん
で
︑
直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
と
話
す
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄

所
収
日
記
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
)

一
四
〇



4
・
14
(土
)

正
親
町
公
和
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

こ
の
頃

直
哉
は
︑
十
九
日
～
二
十
日
に

“
L
o
n
e
ly
L
iv
e
s”︑
二
十
一
日
～
二
十
二
日
に

“
T
h
e
Jo
y
o
f
L
iv
in
g
”︑
二
十
三
日
に
ピ
ネ
ロ
の

“
S
w
e
e
t
L
a
v
e
n
d
e
r”︑
二
十
四
日
～
五
月
二
日
の
旅
行
中
に

“
P
illa
rs
o
f
S
o
cie
ty
”
“
A
n
E
n
e
m
y
o
f
S
o
cie
ty
”
︑
四
日
に

“
T
h
e

G
h
e
tto
”
の
梗
概
作
成
︑
五
日
～
十
日
に

“
T
h
e
D
e
a
d
C
ity
”
な
ど
の
読
書
計
画
を
立
て
る
︒
(﹁
手
帳
2
﹂
補
⑤
P
29
)

こ
の
頃

直
哉
は
︑
手
帳
に
︑︽
社
会
劇
︾﹃
水
車
﹄
(↓
後
の
未
定
稿
23
︑
24
︑
39
)
﹃
脱
営
﹄﹃
誘
惑
﹄
﹃
お
竹

利
次
﹄
(↓
未
定
稿
14
)
﹃
癈
夫
﹄

﹃
醜
婦
﹄
と
い
っ
た
作
品
名
の
メ
モ
を
記
す
︒︽
大
津
央
︾
の
名
も
あ
り
︒
(﹁
手
帳
2
﹂
補
⑤
P
29
～
30
)

4
・
23
(月
)

直
哉
は
︑
祖
父
・
志
賀
直
道
の
百
ケ
日
に
青
山
墓
地
で
︑
自
分
は
祖
父
す
ら
真
心
か
ら
愛
し
て
い
な
か
っ
た
︑
ま
し
て
赤
の
他
人
を
愛
せ

よ
う
か
と
考
え
る
︒
(﹁
手
帳
2
﹂
補
⑤
P
31
)

4
・
24
(火
)

直
哉
と
武
者
小
路
実
篤
が
旅
行
に
出
発
︒
六
時
発
の
汽
車
で
御
殿
場
ま
で
行
き
︑
馬
車
で
山
中
湖
ま
で
行
き
︑
徒
歩
で
河
口
湖
へ
行
く
途

中
の
御
堂
で
一
夜
を
明
す
︒
用
意
の
ビ
ス
ケ
ッ
ト
で
夕
食
︒
寒
く
て
た
ま
ら
な
い
︒
思
っ
た
ほ
ど
辛
く
も
な
か
っ
た
が
︑
思
っ
た
ほ
ど
面

白
く
も
な
か
っ
た
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)
(M
39
・
5
・
7
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

＊
こ
の
旅
行
は
︑
ゴ
ー
リ
キ
ー
を
愛
読
し
て
い
た
た
め
行
っ
た
︒
(対
談
﹃
秋
の
夜
話
﹄
)

4
・
25
(水
)

直
哉
と
武
者
小
路
実
篤
は
河
口
湖
畔
に
て
朝
食
︒
西
湖
を
経
て
︑
青
木
ヶ
原
に
行
く
︒
雪
に
ド
ロ
ッ
プ
を
入
れ
て
食
べ
る
︒
本
栖
湖
︑
精

進
湖
を
経
て
女
坂
峠
を
越
え
︑
七
時
半
︑
古
関
泊
︒
真
っ
暗
で
野
宿
は
出
来
な
い
の
で
百
姓
家
に
泊
め
て
貰
お
う
と
思
う
が
断
ら
れ
︑
木

賃
宿
も
な
か
っ
た
の
で
︑
宿
屋
に
泊
ま
る
が
︑
ノ
ミ
で
よ
く
眠
れ
な
い
︒
(
武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)
(
M
39
・
5
・
7
有

島
生
馬
宛
書
簡
)
↓
『濁
つ
た
頭
﹄
の
舞
台
︒
(﹃
二
三
日
前
に
想
ひ
つ
い
た
小
説
の
筋
﹄
)

4
・
26
(木
)

直
哉
と
武
者
小
路
実
篤
は
六
時
前
出
発
︒
一
つ
峠
を
越
え
て
︑
甲
府
を
縦
断
︒
こ
こ
へ
来
る
前
︑
直
哉
は
旅
行
に
厭
き
て
帰
り
た
く
な
る
︒

御
嶽
泊
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)
(M
39
・
5
・
7
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

4
・
27
(金
)

直
哉
と
武
者
小
路
実
篤
は
甲
州
路
を
越
え
て
信
州
入
り
︒
途
中
︑
夢
で
見
た
事
の
あ
る
よ
う
な
︑
清
い
流
れ
の
あ
る
︑
広
い
高
原
を
通
る
︒

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
)

一
四
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海
の
口
か
ら
馬
流
ま
で
の
馬
車
の
中
で
︑
直
哉
は
祖
父
・
志
賀
直
道
と
祖
母
・
留
女
の
事
を
考
え
る
︒
祖
母
は
自
分
の
一
部
だ
︑
洋
行
も

や
め
る
︑
自
分
の
信
仰
を
害
さ
な
い
限
り
︑
祖
母
の
為
に
つ
く
し
た
い
と
思
う
︒
(
M
39
・
5
・
7
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
↓
『
或
る
男
︑
其
姉
の

死
﹄
(三
十
五
)
の
高
原
の
モ
デ
ル

信
州
南
佐
久
郡
馬
流
よ
り
︑
木
下
利
玄
に
︑
直
哉
と
武
者
小
路
実
篤
が
寄
せ
書
き
の
絵
葉
書
を
書
く
︒
(
M
39
・
4
・
27
木
下
利
玄
宛
書
簡
)

4
・
28
(土
)

直
哉
と
武
者
小
路
実
篤
は
︑
馬
車
で
岩
村
田
ま
で
行
き
︑
歩
い
て
御
代
田
へ
行
き
︑
汽
車
で
前
橋
泊
︒
(
M
39
・
5
・
7
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

(M
39
・
4
・
27
木
下
利
玄
宛
書
簡
)

信
州
の
直
哉
が
志
賀
留
女
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
一
昨
日
く
ら
い
か
ら
︑
も
う
帰
り
た
く
な
っ
た
な
ど
︒
(
M
39
・
4
・
28
志
賀
留
女
宛
書
簡
)

4
・
29
(日
)

直
哉
と
武
者
小
路
実
篤
は
前
橋
で
写
真
撮
影
︒
赤
城
泊
︒
と
て
も
寒
い
︒
(﹃
新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム

武
者
小
路
実
篤
﹄
掲
載
・
写
真
)
(M

39
・
5
・
7
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
(M
39
・
4
・
27
木
下
利
玄
宛
書
簡
)

＊
赤
城
で
は
場
合
に
よ
っ
た
ら
野
宿
で
も
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
︑
雪
が
積
も
っ
て
い
た
た
め
︑
猪
谷
旅
館
に
泊
ま
っ
た
︒
非
常
に
寒

か
っ
た
︒
(座
談
会
﹃﹁
焚
火
﹂
の
こ
ろ
﹄
)

4
・
30
(月
)

直
哉
と
武
者
小
路
実
篤
は
帰
京
︒
直
哉
は
︑
こ
の
旅
行
は
気
が
楽
で
は
な
か
っ
た
︑
武
者
小
路
実
篤
は
真
面
目
な
い
い
男
だ
が
︑
長
く
つ

き
あ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
ら
︑
自
分
を
抑
え
て
し
ま
う
と
思
う
︒
(M
39
・
5
・
7
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
(M
39
・
4
・
27
木
下
利
玄
宛
書
簡
)

帰
宅
後
︑
直
哉
は
︑
四
月
二
十
七
日
に
馬
車
の
中
で
考
え
た
こ
と
を
手
帳
に
記
す
︒
︽
僕
は
イ
ブ
セ
ン
や
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
を
読
む
で
自
分

に
忠
実
な
ら
ん
事
を
志
し
︾︽
自
己
の
為
め
に
お
婆
さ
ん
を
犠
牲
に
し
て
少
し
も
差
支
え
な
い
も
の
と
考
へ
て
ゐ
た
︾
が
︑︽
お
婆
さ
ん
程

す
き
な
人
は
な
い
︾︑︽
自
分
が
若
し
も
妻
を
迎
へ
る
時
が
あ
つ
た
ら
自
分
と
一
つ
の
個
人
と
な
る
事
の
出
来
る
人
を
も
ら
い
た
い
︾
が
︑

自
分
は
︽
今
の
所
︑
世
界
中
で
唯
一
人
お
婆
さ
ん
と
の
み
︾
一
つ
の
個
人
と
な
れ
る
︒
今
日
︑
末
永
馨
か
ら
渡
米
に
関
す
る
注
意
が
届
い

た
が
︑
志
賀
留
女
の
為
に
洋
行
を
断
念
し
よ
う
︑
と
の
こ
と
︒
(﹁
手
帳
2
﹂
補
⑤
P
32
～
35
)
(
M
39
・
5
・
7
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
(M
39
・
5
・

22
末
永
馨
宛
書
簡
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
)
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5
・
1
(火
)

直
哉
は
木
下
利
玄
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
芝
居
に
つ
い
て
︒
(M
39
・
5
・
1
木
下
利
玄
宛
書
簡
)

5
・
2
(水
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
芝
居
に
つ
い
て
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

こ
の
頃
か
？

直
哉
は
︑
手
帳
に
︽
1
L
ittle
E
y
o
lf
/
2
T
h
e
M
a
ste
r
B
u
ild
e
r
/
3
N
o
ra
/
5
G
h
o
sts
/
6
W
h
e
n
W
e
D
e
a
d
A
w
a
k
e
n
/
7
W
e
a
v
e
rs
/
8

A
W
ife
W
ith
o
u
t
a
S
m
ile
/
9
M
a
g
istra
te
/
1
0
G
h
e
tto
/
1
1
L
o
n
e
ly
L
iv
e
s
/
4
F
ra
u
S
o
rg
e
︾
と
記
す
︒
こ
れ
ま
で
読
了
し
た
順
に
列

挙
し
た
洋
書
リ
ス
ト
か
︒
(﹁
手
帳
2
﹂
補
⑤
P
36
)

5
・
5
(土
)

学
習
院
で
︑
石
橋
教
授
在
職
二
十
五
年
祝
賀
会
︒
(﹃
芳
舟
遺
稿
﹄
所
収
川
村
弘
日
記
)
﹁
石
橋
先
生
就
職
二
十
五
年
祝
賀
醵
金
決
算
報
告
﹂
に

五
十
銭
と
し
て
志
賀
直
哉
の
名
前
あ
り
︒
(M
39
・
6
﹁
学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
﹂
69
号
﹁
付
録
﹂
)

直
哉
は
︑
高
等
商
業
学
校
の
英
語
会
を
見
る
︒﹁
リ
ッ
プ
・
バ
ン
・
ウ
ィ
ン
ク
ル
﹂﹁
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
テ
ル
﹂﹁
ハ
ム
レ
ッ
ト
﹂
等
の
芝
居

あ
り
︒
(﹁
手
帳
7
﹂
補
⑤
P
171
)
(M
39
・
5
・
7
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
﹃
大
津
順
吉
﹄
(第
一
│
三
)
に
よ
れ
ば
︑
稲
・
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
に
会
っ
た

ら
し
い
︒

5
・
6
(日
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
七
日
の
消
印
︒
柳
は
﹁
リ
ッ
プ
・
バ
ン
・
ウ
ィ
ン
ク
ル
﹂
が
大
変
面
白
か
っ
た
と
言
っ
て
い
た
が
︑

く
だ
ら
な
か
っ
た
の
か
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

直
哉
は
︑﹁
ヘ
ブ
ラ
イ
書
﹂
第
十
二
章
に
つ
い
て
︑
善
を
な
す
が
為
に
世
か
ら
悪
ま
れ
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
天
国
は
見
え
な
い
と
手

帳
に
記
す
︒
続
い
て
︑
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
︑
ズ
ー
デ
ル
マ
ン
︑
ニ
ー
チ
ェ
の
生
涯
と
作
品
に
つ
い
て
記
す
︒
欲
し
い
本
の
リ
ス
ト
の
中
に
︑

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の

“
S
in
a
n
d
P
u
n
ish
m
e
n
t”
(正
し
く
は

“
C
rim
e
a
n
d
P
u
n
ish
m
e
n
t”
﹃
罪
と
罰
﹄
)
の
書
名
あ
り
︒
(﹁
手
帳
2
﹂
補
⑤
P

36
～
39
)

＊
『﹁
白
樺
﹂
座
談
会
﹄
に
よ
る
と
︑
直
哉
は
﹃
罪
と
罰
﹄
の
英
訳
を
買
お
う
と
思
っ
て
︑
丸
善
の
田
中
と
い
う
人
に

“
S
in
a
n
d

P
u
n
ish
m
e
n
t”
と
言
っ
た
ら
︑
“
C
rim
e
a
n
d
P
u
n
ish
m
e
n
t”
と
直
さ
れ
た
︒

5
・
7
(月
)

直
哉
は
有
島
生
馬
に
手
紙
を
出
す
︒
武
者
小
路
実
篤
と
の
旅
行
の
こ
と
︒﹃
破
戒
﹄
の
こ
と
︒
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
﹃
罪
と
罰
﹄
の
英

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
)

一
四
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訳
を
探
し
て
い
る
︒﹃
破
戒
﹄
の
す
ぐ
後
に
ハ
イ
エ
ル
マ
ン
ス
の

“
T
h
e
G
h
e
tto
”
と
い
う
脚
本
を
読
ん
だ
︑
梗
概
を
作
っ
て
送
ろ
う
と

思
っ
た
が
や
め
た
︒
三
月
十
九
日
の
有
島
生
馬
の
手
紙
と
﹃
即
興
詩
人
﹄
の
泉
の
絵
葉
書
が
届
い
た
︑
有
島
生
馬
が
今
を
楽
し
む
こ
と
を

書
い
て
い
た
が
︑
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
﹃
過
去
の
残
り
物
﹄
と
い
う
の
に
﹁
幸
福
と
は
幸
福
な
る
予
期
な
り
﹂
と
あ
っ
た
︒
イ
プ
セ
ン
は
五

冊
し
か
読
ん
で
い
な
い
︑
イ
プ
セ
ン
の
感
化
を
受
け
た
と
言
わ
れ
る
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
や
ピ
ネ
ロ
を
少
し
読
ん
で
い
る
︑
イ
プ
セ
ン
は
真
面

目
に
研
究
し
た
い
と
思
っ
て
参
考
書
を
集
め
て
い
る
︒
学
習
院
の
英
語
は
︑
テ
ニ
ソ
ン
の
詩
︑
エ
マ
ー
ソ
ン
の
﹃
自
然
論
﹄︑
デ
ィ
ッ
ケ

ン
ズ
の
﹃
二
都
物
語
﹄︑﹃
マ
ク
ベ
ス
﹄
を
や
っ
て
い
る
︒
関
安
子
を
近
日
田
村
寛
貞
に
紹
介
し
よ
う
と
思
う
︒
正
親
町
公
和
が
﹃
甲
府

行
﹄
と
い
う
長
編
を
作
っ
た
︑
な
ど
︒
(M
39
・
5
・
7
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

5
・
12
(土
)

直
哉
は
正
親
町
公
和
を
訪
問
︑
武
者
小
路
実
篤
も
や
っ
て
来
る
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

田
中
平
一
が
ア
メ
リ
カ
へ
出
発
︒
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
行
く
︒
(M
39
・
5
・
7
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

5
・
13
(日
)

内
村
鑑
三
が
︑
姦
淫
を
大
い
な
る
罪
だ
と
言
い
出
し
た
の
は
︑
キ
リ
ス
ト
教
が
は
じ
め
だ
と
説
教
す
る
が
︑
直
哉
は
姦
淫
罪
に
つ
い
て
疑

問
を
持
つ
︒
若
き
初
恋
の
男
女
が
姦
淫
だ
と
し
て
迫
害
さ
れ
る
の
を
書
く
こ
と
を
考
え
る
︒
(﹁
手
帳
2
﹂
補
⑤
P
45
～
46
)
(M
39
・
6
・
10

﹁
聖
書
之
研
究
﹂
に
よ
れ
ば
︑
五
月
二
十
日
の
講
演
は
﹁
ユ
ダ
の
叛
逆
﹂
︑
二
十
七
日
は
﹁
キ
リ
ス
ト
の
表
白
﹂
だ
っ
た
︒
)
↓
『
濁
つ
た
頭
﹄
(二
)
の
モ
デ
ル

直
哉
は
︑
小
杉
天
外
を
﹃
蛇
い
ち
ご
﹄
以
来
読
ん
だ
こ
と
は
な
い
が
︑
日
本
に
起
こ
っ
た
自
然
主
義
の
一
つ
と
し
て
﹃
初
姿
﹄
を
読
ん
で

み
よ
う
と
思
う
︒
(﹁
手
帳
2
﹂
補
⑤
P
41
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
手
紙
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

5
・
14
(月
)

直
哉
は
︑﹁
手
帳
3
﹂
(
Im
p
re
ssio
n
sⅤ

)
を
使
い
始
め
る
︒
横
浜
で
探
す
本
と
し
て
︑
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
︑
ゴ
ー
ゴ
リ
︑
ズ
ー
デ
ル
マ

ン
︑
ゴ
ー
リ
キ
ー
︑
ゾ
ラ
︑
ド
ー
デ
な
ど
の
名
前
を
記
す
︒
(新
﹃
志
賀
直
哉
全
集
﹄
補
⑤
P
49
～
)

清
水
澄
の
﹁
憲
法
﹂
で
︽
緊
急
勅
令
ヲ
廃
止
ス
ル
ニ
法
律
又
は
緊
急
勅
令
ヲ
以
テ
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ヤ
︾
と
の
論
文
の
宿
題
が
出
る
︒

二
十
一
日
ま
で
︒
(﹁
手
帳
2
﹂
補
⑤
P
42
)
(﹃
芳
舟
遺
稿
﹄
所
収
川
村
弘
日
記
)
(﹃
山
荘
雑
話
﹄﹁
清
水
澄
先
生
﹂
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
)

一
四
四



5
・
15
(火
)

学
習
院
一
部
三
年
級
の
学
生
た
ち
が
写
真
撮
影
︒
(﹃
新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム

志
賀
直
哉
﹄
掲
載
・
写
真
)

里
見
弴
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
十
六
日
の
消
印
︒
ゴ
ー
リ
キ
ー
が
第
二
夫
人
と
日
本
に
来
る
そ
う
だ
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡

集
﹄
)

5
・
18
(金
)

直
哉
が
︑
正
親
町
公
和
の
家
か
ら
川
村
弘
と
話
し
て
帰
っ
た
際
︑
川
村
は
自
分
た
ち
は
作
家
に
は
な
れ
な
い
と
言
う
が
︑
直
哉
は
そ
ん
な

こ
と
は
な
い
と
答
え
た
︒
(﹁
手
帳
2
﹂
補
⑤
P
44
)

5
・
19
(土
)

直
哉
は
︑︽
明
ら
か
に
傾
向
を
持
つ
た
作
家
に
な
つ
て
見
せ
る
︑
主
張
の
あ
る
︑
独
特
な
体
の
作
家
に
な
つ
て
見
せ
る
︑︾
と
手
帳
に
記
す
︒

(﹁
手
帳
2
﹂
補
⑤
P
44
)

里
見
弴
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
“
T
h
e
T
h
re
e
H
o
m
e
s”
は

D
e
a
n
F
a
rra
r
と
い
う
人
だ
っ
た
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

里
見
弴
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
波
野
辰
次
郎

(中
村
吉
右
衛
門
)
が
乙
種
合
格
と
な
っ
た
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

5
・
20
(日
)

午
後
︑
直
哉
は
川
村
弘
を
訪
問
︒
四
時
に
帰
る
︒
(﹃
芳
舟
遺
稿
﹄
所
収
川
村
弘
日
記
)

5
・
21
(月
)

有
島
家
で
殿
太
夫
を
招
い
た
の
で
︑
直
哉
も
有
島
家
を
訪
問
︑
山
本
一
家
に
会
う
︒
愛
子
は
イ
プ
セ
ン
﹃
わ
た
し
た
ち
死
ん
だ
者
が
目
覚

め
た
と
き
﹄
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
女
の
よ
う
な
気
が
す
る
︑
長
男
は
気
の
毒
だ
が
︑
子
供
た
ち
は
後
程
美
し
く
可
愛
ら
し
い
よ
う
な
気
が

す
る
と
思
う
︒
(M
39
・
5
・
27
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
↓
『不
具
の
子
﹄
の
モ
デ
ル

武
者
小
路
実
篤
が
︑
直
哉
か
ら
借
り
た
﹃
多
情
多
恨
﹄
を
読
み
始
め
る
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

5
・
22
(火
)

直
哉
は
︑
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
末
永
馨
に
手
紙
を
書
く
︒
祖
母
・
志
賀
留
女
の
為
に
渡
米
は
断
念
す
る
と
の
こ
と
︒
(
M
39
・
5
・
22
末

永
馨
宛
書
簡
)

直
哉
は
︑﹃
不
具
の
子
﹄
を
構
想
︒
(﹁
手
帳
3
﹂
補
⑤
P
51
～
53
)
↓
後
の
未
定
稿
25
﹃
愛
子
と
徳
田

梗
概
﹄

5
・
24
(木
)

邦
語
部
の
例
会
で
演
説
し
た
帰
り
︑
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
十
一
時
ま
で
直
哉
と
雑
談
︒
(
武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄

所
収
日
記
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
)
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四
五



里
見
弴
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
長
く
借
り
て
い
た
本

(﹃
破
戒
﹄
)
を
明
日
返
す
と
の
こ
と
︒
二
十
五
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡

集
﹄
)

5
・
25
(金
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
二
︑
三
日
前
に
鹿
野
山
か
ら
の
手
紙
が
届
い
た
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

直
哉
は
︑
立
花
亭
で
昇
之
助
の
﹁
御
所
桜
堀
川
夜
討
﹂
弁
慶
上
使
の
段
を
聞
く
︒
(﹁
手
帳
3
﹂
補
⑤
P
54
)

5
・
26
(土
)

直
哉
は
横
浜
に
行
く
︒
西
洋
人
の
運
動
会
を
見
る
︒
ゾ
ラ
の
﹃
居
酒
屋
﹄
﹃
人
間
の
獣
性
﹄
︑
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
﹃
罪
と
罰
﹄︑
メ
レ

ジ
コ
フ
ス
キ
ー
の
﹃
先
駆
者
﹄︑
ド
ー
デ
の
﹃
サ
ッ
フ
ォ
ー
﹄︑
マ
ッ
ク
ス
・
ノ
ル
ダ
ウ
の
﹃
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
﹄﹃
慣
例
的
虚
偽
﹄﹃
巴
里
の

ス
ケ
ッ
チ
﹄︑
ニ
ー
チ
ェ
の
﹃
ワ
グ
ネ
ル
を
悪
く
い
ふ
た
論
文
﹄
を
買
っ
た
︒
(M
39
・
5
・
27
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

5
・
27
(日
)

直
哉
は
︑
有
島
生
馬
に
手
紙
を
書
く
︒
白
馬
会
の
機
関
誌
﹁
光
風
﹂
で
︑
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
や
ミ
レ
ー
の
こ
と
を
非
常
に
面
白
く
読
ん
だ
︑

ミ
レ
ー
︑
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
は
︑︽
世
の
風
潮
に
逆
ら
つ
た
人
達
で
は
あ
り
︑
其
迫
害
や
ら
何
や
ら
が
恰
も
思
想
家
の
そ
れ
の
や
う
で
︑
誠

に
痛
切
に
感
じ
た
︑
彼
等
は
猶
且
思
想
家
で
あ
る
︑
英
雄
で
あ
る
︑
(中
略
)
今
の
日
本
の
美
術
家
は

(
中
略
)
何
の
傾
向
も
な
し
︑
理
想

も
な
し
︾
と
述
べ
る
︒
自
分
に
感
化
を
与
え
た
人
と
し
て
︑
祖
母
・
志
賀
留
女
︑
高
崎
弓
彦
︑
内
村
鑑
三
︑
岩
元
禎
︑
有
島
生
馬
を
挙
げ

る
︒
傾
向
を
明
ら
か
に
し
た
主
張
の
あ
る
独
創
の
作
家
に
な
る
決
意
を
表
明
し
︑
こ
の
頃
や
っ
と
そ
の
決
心
が
つ
い
た
と
言
う
︒
芸
術
の

山
の
頂
き
を
目
指
そ
う
と
し
な
い
川
村
弘
や
木
下
利
玄
と
は
道
連
れ
に
な
れ
な
い
︑
田
村
寛
貞
の
議
論
は
不
真
面
目
だ
︑
今
︑
自
分
と
真

面
目
に
話
し
て
く
れ
る
の
は
︑
武
者
小
路
実
篤
だ
が
︑
趣
味
の
広
さ
に
甚
だ
相
違
が
あ
る
︑
今
日
︑
関
安
子
を
田
村
寛
貞
に
紹
介
し
よ
う

と
思
っ
て
い
た
が
︑
山
本
愛
子
が
国
府
津
か
ら
来
た
の
で
来
ら
れ
な
か
っ
た
︑
先
週
の
月
曜
日
︑
有
島
家
で
山
本
愛
子
夫
妻
に
会
っ
た
︑

安
子
は
有
島
家
の
手
伝
い
を
し
て
い
て
元
気
だ
っ
た
︑
な
ど
と
記
す
︒
(M
39
・
5
・
27
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
(﹁
手
帳
3
﹂
補
⑤
P
54
)

直
哉
は
︑
内
村
鑑
三
の
講
演
﹁
キ
リ
ス
ト
の
表
白
﹂
を
聞
い
て
︑
内
容
を
手
帳
に
記
す
︒
(﹁
手
帳
3
﹂
補
⑤
P
54
～
55
)

5
・
28
(月
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
二
十
七
日
初
日
の
歌
舞
伎
座

(﹁
南
都
炎
上
﹂﹁
勧
進
帳
﹂﹁
助
六
由
縁
江
戸
桜
﹂
︑
﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤

の
巻
)
を
観
た
報
告
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

志
賀
直
哉
年
譜
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6
・
2
(土
)

直
哉
は
︑
歌
舞
伎
座
見
物
︒
(﹁
手
帳
3
﹂
補
⑤
P
57
)

6
・
3
(日
)

直
哉
は
︑
内
村
鑑
三
の
話
を
聞
い
て
︑
内
容
を
手
帳
に
記
す
︒
(﹁
手
帳
3
﹂
補
⑤
P
58
～
59
)

6
・
5
(火
)

里
見
弴
が
直
哉
に
歌
舞
伎
の
自
筆
絵
葉
書
を
出
す
︒
六
日
の
消
印
︒
は
し
か
の
や
り
直
し
で
寝
て
い
る
︑
歌
舞
伎
の
批
評
を
聞
き
た
い
と

の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

6
・
6
(水
)

里
見
弴
が
︑
退
屈
な
の
で
胸
の
す
く
よ
う
な
日
本
語
の
小
説
を
教
え
て
欲
し
い
と
︑
直
哉
に
絵
葉
書
を
出
す
︒
八
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直

哉
宛
書
簡
集
﹄
)

＊
里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
(十
一
)
に
よ
れ
ば
︑
麻
疹
の
回
復
期
に
あ
る
里
見
弴
に
面
白
い
本
を
教
え
て
く
れ
と
頼
ま
れ
た
直
哉
は
︑
ニ
イ

チ
ェ
︑
斎
藤
緑
雨
﹃
あ
ま
蛙
﹄︑
式
亭
三
馬
の
﹃
浮
世
風
呂
﹄︑﹃
平
家
物
語
﹄
を
勧
め
た
︒

こ
の
頃
か
？

直
哉
は
﹁
手
帳
3
﹂
に
︽
自
分
は
ど
う
し
て
も
独
創
的
な
文
体
を
初
め
た
い
︑
日
本
の
文
学
を
キ
メ
た
い
︑
支
那
及
び
西
洋
の
感
化

キ
ハ
ン

を
︑

文
章
の
上
に
於
て
は
︑
脱
し
た
い
︑︾︽
智
は
吾
人
を
益
々
コ
セ
ツ
カ
セ
︑
(
中
略
)
大
な
る
人
格
は
︑
自
由
で
あ
る
︑︾
と
記
す
︒
(﹁
手
帳

3
﹂
補
⑤
P
63
～
64
)

6
・
9
(土
)

武
者
小
路
実
篤
が
大
学
の
三
年
間
で
二
問
題
を
全
力
を
尽
く
し
て
研
究
す
る
こ
と
を
決
心
し
た
と
︑
直
哉
に
話
す
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼

の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

6
・
10
(日
)

直
哉
は
︑
内
村
鑑
三
の
話
を
聞
い
て
︑
内
容
を
手
帳
に
記
す
︒
(﹁
手
帳
3
﹂
補
⑤
P
65
～
66
)

午
前
︑
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
︒
偽
善
・
忠
君
愛
国
・
婦
人
な
ど
に
つ
い
て
話
す
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

六
︑
七
歳
頃
の
直
哉
と
唯
一
の
遊
び
相
手
だ
っ
た
同
年
の
お
清
さ
ん
が
亡
く
な
る
︒
(﹁
手
帳
3
﹂
補
⑤
P
68
～
69
)

6
・
11
(月
)

正
親
町
公
和
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
十
二
日
の
消
印
︒
遺
稿
集
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

6
・
12
(火
)

稲
・
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
か
ら
直
哉
に
︑
十
五
日

(金
)
の
ダ
ン
ス
の
誘
い
の
電
話
が
あ
る
︒
高
崎
弓
彦
に
行
っ
て
も
い
い
と
言
っ
た
で
は
な

い
か
︑
男
が
足
り
な
い
か
ら
来
て
く
れ
と
言
わ
れ
る
が
︑
直
哉
は
病
気
で
沼
津
に
い
る
正
親
町
公
和
の
所
へ
金
曜
日
か
ら
遊
び
に
行
こ
う
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と
思
っ
て
い
た
事
を
口
実
に
断
る
︒
(﹁
手
帳
3
﹂
補
⑤
P
69
～
71
)
(草
稿
﹃
第
三
篇
﹄
四
)
(﹃
大
津
順
吉
﹄
第
一
│
三
)

＊
﹁
手
帳
3
﹂・
草
稿
﹃
第
三
篇
﹄・﹃
大
津
順
吉
﹄
か
ら
考
え
る
と
︑
こ
の
頃
︑
高
崎
弓
彦
と
稲
・
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
は
恋
愛
中
だ
っ
た
が
︑

間
も
な
く
弓
彦
は
別
の
娘
と
結
婚
し
て
渡
米
し
︑
稲
は
ヒ
ス
テ
リ
ー
に
な
っ
た
︒

夜
︑
直
哉
と
川
村
弘
は
︑
小
川
亭
で
東
猿
の
﹁
絵
本
太
功
記
﹂
十
段
目
を
聞
く
︒
(﹃
芳
舟
遺
稿
﹄
所
収
M
39
・
6
・
13
正
親
町
公
和
宛
川
村
弘
書

簡
)

6
・
15
(金
)

直
哉
は
︑﹁
学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
﹂
第
六
十
九
号
﹁
詞
苑
﹂
欄
に
﹁
某
﹂
の
署
名
で
﹃
老
杉
﹄︑
一
部
三
年
級
に
よ
る
﹁
お
別
れ
の
記
﹂
に

﹁
半
﹂
の
署
名
で
コ
メ
ン
ト
を
発
表
︒
(新
﹃
志
賀
直
哉
全
集
﹄
⑩
)

翌
日
の
午
前
に
か
け
て
︑
鏡
花
の
新
作
﹃
無
憂
樹
﹄
を
読
む
︒
(﹁
手
帳
3
﹂
補
⑤
P
71
)

6
・
21
(木
)

里
見
弴
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
長
座
し
た
礼
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

6
・
22
(金
)

直
哉
は
︑
独
旅
に
つ
い
て
手
帳

(
Im
p
re
ssio
n
sⅥ

?)
に
記
す
︒
(未
定
稿
69
﹃
せ
め
ふ
さ
げ
﹄
十
四
)

6
・
26
(火
)

直
哉
は
︑﹃
脚
本

悪
魔
凱
歌

あ
く
ま
の
か
ち
ど
き

﹄
を
執
筆
︒
(未
定
稿
19
)

6
・
27
(水
)

里
見
弴
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

6
・
28
(木
)

学
習
院
の
授
業
終
了
︒
直
哉
は
︑
田
村
寛
貞
・
黒
木
三
次
と
東
京
病
院
に
行
き
︑
田
村
に
関
安
子
を
紹
介
し
た
︒
山
本
愛
子
は
元
気
そ
う

で
︑
直
哉
は
︑
関
安
子
が
山
本
愛
子
の
よ
う
な
人
に
な
る
事
を
希
望
す
る
︒
里
見
弴
も
来
て
い
て
︑
帰
り
に
︑
田
村
と
里
見
弴
が
志
賀
家

に
来
る
︒
直
哉
は
︑
善
の
為
の
手
段
と
し
て
は
殺
人
も
差
し
支
え
な
い
と
い
う
田
村
と
大
議
論
を
す
る
︒
(
M
39
・
7
・
11
有
島
生
馬
宛
書

簡
)

6
・
29
(金
)

川
村
弘
︑
田
村
寛
貞
︑
黒
木
三
次
︑
松
平
春
光
︑
直
哉
な
ど
で
三
河
屋
で
会
合
︒
帰
り
に
柳
谷
午
郎
の
家
に
行
き
︑
二
次
会
︒
(M
39
・

7
・
11
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

6
・
30
(土
)

直
哉
は
︑
同
級
の
加
藤
泰
吉
︑
木
下
利
玄
︑
北
島
貴
孝
︑
斎
藤
博
︑
三
島
弥
吉
︑
黒
田
長
敬
︑
裏
松
友
光
︑
徳
川
慶
久
の
九
人
で
北
越
旅

志
賀
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行
へ
出
発
︒
若
松
の
白
虎
隊
の
墓
か
ら
城
跡
を
望
む
︒
(M
39
・
7
・
11
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

7
・
2
(月
)

直
哉
ら
一
行
は
︑
坂
下
か
ら
津
川
へ
︒
(M
39
・
7
・
11
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

7
・
3
(火
)

直
哉
ら
一
行
は
︑
阿
賀
野
川
の
川
下
り
︒
夕
方
︑
新
潟
着
︒
(M
39
・
7
・
11
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

7
・
4
(水
)

直
哉
ら
一
行
は
︑
佐
渡
へ
︒
佐
渡
で
は
順
徳
院
の
御
陵
や
金
山
を
見
学
︒
(M
39
・
7
・
11
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
(﹃
新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム

志
賀
直
哉
﹄
掲
載
・
写
真
)

7
・
5
(木
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
カ
ッ
シ
ー
ノ
六
日
︑
麻
布
八
月
八
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

7
・
6
(金
)

直
哉
ら
一
行
は
︑
佐
渡
発
︒
新
潟
を
経
て
長
岡
へ
︒
斎
藤
博
の
親
類

(
反
町
茂
雄
の
父
︑
座
談
会
﹃
志
賀
直
哉
日
記
を
め
ぐ
つ
て
﹄
)
の
家
に

行
っ
て
歓
待
を
受
け
る
︒
(M
39
・
7
・
11
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
(﹃
新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム

志
賀
直
哉
﹄
掲
載
・
写
真
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
カ
ッ
シ
ー
ノ
の
消
印
︒
麻
布
八
月
八
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

7
・
7
(土
)

石
油
を
掘
る
と
こ
ろ
を
見
に
行
っ
た
後
︑
斎
藤
博
の
親
類
が
茶
屋
で
芸
者
を
呼
ん
で
一
行
を
接
待
︒
直
哉
は
︑
斎
藤
に
芸
者
を
帰
し
て
呉

れ
と
言
う
︒
(M
39
・
7
・
11
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

7
・
8
(日
)

朝
︑
直
哉
ら
一
行
︑
長
岡
発
︒
夜
十
二
時
頃
帰
宅
︒
直
哉
は
︑
こ
の
旅
行
は
︑
前
半
は
非
常
に
愉
快
だ
っ
た
が
︑
後
半
は
贅
沢
は
し
た
も

の
の
不
快
な
事
が
多
か
っ
た
︑
将
軍
家
の
お
供
は
こ
り
ご
り
だ
と
思
う
︒
(M
39
・
7
･11
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

帰
り
の
汽
車
で
北
信
濃
を
通
過
中
︑
木
下
利
玄
宛
に
記
念
の
寄
せ
書
き
の
絵
葉
書
を
書
く
︒
(
M
39
・
7
・
8
木
下
利
玄
宛
寄
せ
書
き
書
簡
)

武
者
小
路
実
篤
・
正
親
町
公
和
が
︑
直
哉
に
寄
せ
書
き
の
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)

7
・
10
(火
)

直
哉
は
小
山
内
薫
か
ら
招
待
さ
れ
︑
木
下
利
玄
・
三
島
弥
吉
・
里
見
弴
な
ど
と
︑
真
砂
座
へ
﹃
破
戒
﹄
の
芝
居
を
見
に
行
く
つ
も
り
だ
っ

た
が
︑
夜
中
に
嘔
吐
・
下
痢
を
し
︑
一
緒
に
は
行
け
な
か
っ
た
︒
(M
39
・
7
･11
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

7
・
11
(水
)

直
哉
は
︑
有
島
生
馬
に
手
紙
を
出
す
︒
北
越
旅
行
の
事
や
島
崎
藤
村
﹃
水
彩
画
家
﹄・
小
杉
天
外
﹃
魔
風
恋
風
﹄
を
読
ん
だ
こ
と
な
ど
︒

(M
39
・
7
･11
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
)

一
四
九



＊
座
談
会
﹃
志
賀
直
哉
日
記
を
め
ぐ
つ
て
﹄
で
は
︑
旅
行
の
こ
と
を
有
島
生
馬
に
書
い
て
送
っ
た
ら
大
い
に
面
白
が
っ
て
向
う
の
日
本
人

に
見
せ
た
︑
そ
の
人
が
直
哉
の
文
章
を
ほ
め
る
と
有
島
生
馬
は
こ
の
男
は
文
章
な
ん
ぞ
書
け
る
男
で
は
な
い
と
言
っ
た
︑
と
あ
る
︒

7
・
12
(木
)

直
哉
は
︑
学
習
院
高
等
学
科
を
卒
業
︒
(﹃
新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム

志
賀
直
哉
﹄
掲
載
・
卒
業
証
書
)

八
時
五
十
分
頃
か
ら
学
習
院
卒
業
式
︒
斎
藤
博
が
銀
時
計
を
拝
領
︒
斎
藤
博
・
北
尾
富
烈
・
木
下
利
玄
が
褒
状
︒
夕
方
︑
宝
亭
で
高
二
主

催
の
送
別
会
︒
(﹃
芳
舟
遺
稿
﹄
所
収
川
村
弘
日
記
)

直
哉
の
卒
業
成
績
は
︑
武
課
の
み
甲
︑
他
は
総
て
乙
︑
品
行
は
中
︑
欠
席
日
数
五
十
一
日
で
︑
第
一
部
二
十
二
名
中
十
六
位
︒
一
位
・
斎

藤
博
︑
二
位
・
木
下
利
玄
︑
三
位
・
細
川
護
立
︒
正
親
町
公
和
は
十
四
位
︑
武
者
小
路
実
篤
は
十
八
位
︒
(﹃
新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム

武

者
小
路
実
篤
﹄
掲
載
・
成
績
表
)

＊
学
習
院
高
等
学
科
の
卒
業
生
は
︑
東
京
・
京
都
帝
国
大
学
の
各
分
科
大
学
へ
高
等
学
校
大
学
予
科
卒
業
生
を
入
学
さ
せ
た
後
︑
な
お
欠

員
が
あ
る
場
合
は
︑
無
試
験
で
入
学
で
き
た
︒
(﹃
学
習
院
百
年
史
﹄
第
一
編
)

7
・
14
(土
)

里
見
弴
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
十
五
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

7
・
16
(月
)

午
前
︑
直
哉
は
︑
川
村
弘
に
電
話
し
て
真
砂
座
に
﹃
破
戒
﹄
を
見
に
行
こ
う
と
誘
っ
た
が
︑
川
村
弘
は
胃
腸
の
具
合
が
悪
く
断
っ
た
︒

(﹃
芳
舟
遺
稿
﹄
所
収
川
村
弘
日
記
)

直
哉
は
︑
一
人
で
小
山
内
薫
脚
色
の
﹃
破
戒
﹄
と
﹁
博
多
小
女
郎
浪
枕
﹂
︑
喜
劇
﹁
放
心
家
﹂
の
芝
居
を
見
る
︒
井
上
正
夫
の
丑
松
︑
伊

井
蓉
峰
の
銀
之
助
︒
(M
39
・
7
・
24
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
(﹃
牛
の
角
﹄
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)

7
・
17
(火
)

昼
か
ら
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
岩
下
家
一
か
ら
の
葉
書
二
枚
と
有
島
生
馬
か
ら
の
六
月
七
日
付
け
の
手
紙
が
直
哉
に
届
く
︒

(M
39
・
7
・
24
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

こ
の
頃
か
？

武
者
小
路
実
篤
は
︑
長
屋
に
住
ん
で
い
る
ま﹅

き﹅

と
い
う
少
女
と
若
様
と
の
恋
を
描
い
た
最
初
の
小
説
を
︑
母
・
武
者
小
路
秋
子
に
見
せ
た

後
︑
直
哉
に
見
せ
た
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
或
る
男
﹄
九
十
五
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
)

一
五
〇



7
・
18
(水
)

直
哉
は
︑
木
下
利
玄
︑
三
島
弥
吉
と
市
村
座
で
観
劇
︒﹁
音
菊
天
竺
徳
兵
衛
﹂﹁
奥
州
安
達
原
﹂
﹁
与
話
情
浮
名
横
櫛
﹂﹁
母
育
谷
間
鶯
﹂︒

菊
五
郎
︑
吉
右
衛
門
︑
羽
左
衞
門
︑
梅
幸
︑
松
助
な
ど
︒
そ
の
後
︑
小
川
亭
で
昇
之
助
の
﹁
菅
原
伝
授
手
習
鑑
﹂
四
段
目
を
聞
く
︒
昇
之

助
を
聞
く
の
は
二
ヶ
月
ぶ
り
︒
(M
39
・
7
・
24
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)

夜
︑
直
哉
は
寄
席
で
川
村
弘
に
︑
空
華
の
遺
稿
集
の
表
紙
を
頼
ま
れ
る
︒
(﹃
芳
舟
遺
稿
﹄
所
収
M
39
・
7
・
19
川
村
弘
日
記
)

7
・
19
(木
)

金
田
か
ら
武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
桑
木
厳
翼
の
﹃
哲
学
概
論
﹄
な
ど
を
買
っ
た
と
の
こ
と
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)

こ
の
頃
か
？

二
長
町

(市
村
座
)
で
﹁
天
竺
徳
兵
衛
﹂
を
観
劇
し
た
里
見
弴
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
二
十
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

＊
明
治
三
十
八
年
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
︑
存
疑
︒

7
・
20
(金
)

川
村
弘
が
直
哉
に
﹃
空
華
﹄
の
表
紙
に
関
す
る
手
紙
を
出
す
︒
明
晩
で
も
散
歩
旁
々
三
秀
舎
に
相
談
に
行
っ
て
欲
し
い
と
の
こ
と
︒
(﹃
芳

舟
遺
稿
﹄
所
収
川
村
弘
書
簡
)

7
・
21
(土
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
カ
ッ
シ
ー
ノ
の
消
印
︑
麻
布
八
月
二
十
四
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

7
・
22
(日
)

金
田
の
武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
直
哉
が
︑
武
者
小
路
実
篤
の
忠
孝
と
ま﹅

き﹅

を
描
い
た
小
説
を
褒
め
︑
発
表
す
る
よ
う
に

と
言
っ
た
こ
と
に
対
し
て
の
返
事
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)

7
・
23
(月
)

直
哉
は
︑
英
語
を
翻
訳
︒
斎
藤
博
と
一
緒
に
語
学
の
勉
強
を
し
て
い
た
か
？

(未
定
稿
20
)

＊
未
定
稿
21
は
続
き
︒

＊
『中
野
好
夫
君
に
し
た
話
﹄
に
よ
れ
ば
︑
誰
も
知
ら
ぬ
作
家
を
選
ぶ
と
い
う
の
で
︑
英
訳
で
︑
ダ
ン
チ
ェ
ン
コ
の
炭
鉱
の
話
を
書
い
た

話
を
斎
藤
博
と
訳
し
て
み
た
︒
後
に
佐
渡
へ
行
っ
た
時
︑
坑
道
に
入
っ
て
︑
そ
の
話
に
書
い
て
あ
っ
た
よ
う
な
光
景
に
ぶ
つ
か
っ
て
想
い

出
し
た
と
い
う
︒

7
・
24
(火
)

直
哉
は
︑
有
島
生
馬
に
手
紙
を
書
く
︒﹃
破
戒
﹄
の
こ
と
︑
市
村
座
の
こ
と
︑
昇
之
助
の
こ
と
︑
語
学
の
勉
強
の
た
め
に
ロ
シ
ア
の
ダ
ン

チ
ェ
ン
コ
の
小
説
を
訳
し
て
い
る
こ
と
な
ど
︒
(M
39
・
7
・
24
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
)

一
五
一



片
瀬
の
水
泳
に
行
っ
た
木
下
利
玄
が
︑
直
哉
に
寄
せ
書
き
の
自
筆
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

夏
の
初
め

直
哉
は
︑
植
物
の
先
生
︑
黒
木
三
次
︑
里
見
弴
︑
柳
宗
悦
︑
柳
沢
保
承
ら
と
塩
原
か
ら
日
光
へ
旅
行
︒
(
里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
十
二
)

＊
『廿
代
一
面
﹄
に
も
︑
明
治
四
十
五
年
の
︽
五
六
年
前
の
夏
︾︑
里
見
弴
ら
十
人
ほ
ど
と
日
光
か
ら
湯
本
へ
行
き
︑
白
根
山
に
登
っ
た
こ

と
が
あ
る
と
の
記
述
あ
り
︒

7
・
30
(月
)

桜
島
か
ら
川
村
弘
が
直
哉
に
葉
書
を
出
す
︒
(﹃
芳
舟
遺
稿
﹄
所
収
川
村
弘
日
記
)

8
？

直
哉
は
︑
大
学
の
制
服

(十
八
円
)
と
外
套

(二
十
円
)
を
銀
座
の
高
級
な
洋
服
屋

(
三
澤
︑
志
賀
直
三
﹃
阿
呆
伝
﹄
)
に
頼
み
︑
志
賀
直
温
に

贅
沢
だ
︑
断
れ
と
怒
ら
れ
て
激
し
い
口
論
に
な
る
︒
父
は
︑
妹
た
ち
に
は
一
月
程
前
に
そ
の
洋
服
屋
で
夏
服
を
作
っ
て
や
っ
た
の
に
︑
直

哉
に
は
贅
沢
だ
と
禁
じ
た
︒
直
哉
は
︑
父
に
腕
力
を
振
る
い
そ
う
に
な
り
︑
も
う
総
て
は
終
わ
っ
た
と
孤
独
を
感
じ
る
︒
(﹃
暗
夜
行
路
﹄

草
稿
2
三
)
(﹃
暗
夜
行
路
﹄
草
稿
13
十
八
)

8
・
2
(木
)

軽
井
沢
の
武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
手
紙
を
書
く
︒
汽
車
の
中
で
︑
小
山
内
薫
﹃
青
泊
君
﹄
・
桑
木
厳
翼
﹃
ニ
ー
チ
ェ
氏
倫
理
説
一
班
﹄

の
学
説
の
大
要
を
読
ん
だ
︑
少
し
前
︑
広
津
柳
浪
﹃
今
戸
心
中
﹄
を
読
ん
だ
︑
イ
プ
セ
ン
﹃
ブ
ラ
ン
ド
﹄
も
読
ん
で
い
る
︑
な
ど
︒
(﹃
武

者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)

8
・
3
(金
)

桜
島
の
川
村
弘
が
東
京
の
直
哉
に
手
紙
を
出
す
︒
(﹃
芳
舟
遺
稿
﹄
所
収
川
村
弘
書
簡
)

8
・
4
(土
)

吉
光
長
一
の
遺
稿
集
﹃
空
華
﹄
が
︑
学
習
院
一
部
三
年
級
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
る
︒
(﹃
空
華
﹄
)

8
・
5
(日
)

直
哉
は
﹁
手
帳
4
﹂
(
Im
p
re
ssio
n
sⅦ

)
を
使
い
始
め
る
︒
万
八
の
﹁
傾
城
阿
波
の
鳴
門
﹂
八
段
目
︑
竹
本
相
玉
の
﹁
絵
本
太
功
記
﹂
十

段
目
︑
鶴
沢
璃
幸
の
﹁
契
情
曾
我
廓
亀
鑑
﹂
(小
磯
ヶ
原
)
を
聞
い
て
考
え
た
こ
と
を
記
す
︒
竹
本
相
玉
の
︽
太
十
の
光
秀
を
聞
い
て
︾
直

哉
は
︑︽
イ
プ
セ
ン
の
ブ
ラ
ン
ト
或
︑
ヂ
ョ
ン

ガ
ブ
リ
エ
ル
︑
ボ
ー
ク
マ
ン
は
こ
ん
な
男
で
は
あ
る
ま
い
か

(中
略
)
彼
は
当
時
の
道

徳
に
反
抗
し
た

(遂
に
敗
れ
は
し
た
が
)
偉
人
で
あ
る
︑

(中
略
)
自
己
を
侵
害
し
た
春
長
か
ら
独
立
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
︾
と
高
く
評

価
す
る
︒
(新
﹃
志
賀
直
哉
全
集
﹄
補
⑤
P
73
～
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
)

一
五
二



8
・
6
(月
)

日
光
の
南
薫
造
が
直
哉
に
自
作
版
画
絵
葉
書
を
書
く
︒
七
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

8
・
7
(火
)～
9
(木
)

直
哉
は
﹃
(き
さ
子
と
真
三
)﹄
執
筆
︒
い
わ
ゆ
る
姦
淫
に
つ
い
て
疑
問
を
呈
す
︒
(
未
定
稿
22
)

こ
の
頃

直
哉
は
ゴ
ー
リ
キ
ー
に
出
て
く
る
強
い
自
由
な
男
に
惹
き
付
け
ら
れ
︑
ゴ
ー
リ
キ
ー
を
少
し
ず
つ
読
む
︒
(
草
稿
﹃
第
三
篇
﹄
三
)

8
・
11
(土
)

直
哉
は
︑
は
じ
め
て
川
開
き
を
見
︑
打
ち
上
げ
花
火
に
つ
い
て
の
感
想
を
小
山
内
薫
へ
の
絵
葉
書
に
書
く
︒
(﹁
手
帳
4
﹂
補
⑤
P
78
)
(M

39
・
8
・
11
小
山
内
薫
宛
書
簡
)
(M
39
・
8
・
12
﹁
読
売
新
聞
﹂
)

こ
の
頃

直
哉
は
︑
手
帳
に
﹃
万
霊
塔
﹄
と
い
う
作
品
名
を
記
す
︒
(﹁
手
帳
4
﹂
補
⑤
P
79
)

8
・
12
(日
)

金
田
の
武
者
小
路
実
篤
が
︑
直
哉
宛
て
の
葉
書
に
小
説
の
筋
書
き
を
記
す
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)

8
・
14
(火
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
リ
ヴ
ィ
ソ
ン
ド
リ
の
消
印
︑
麻
布
九
月
十
七
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

8
・
15
(水
)

志
賀
直
温
は
︑
衝
突
か
ら
二
週
間
ほ
ど
し
て
︑
直
哉
を
誘
い
︑
二
人
で
東
北
旅
行
を
し
た
︒
(
M
39
・
9
・
5
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
(﹃
暗
夜
行

路
﹄
草
稿
2
三
)
(﹃
暗
夜
行
路
﹄
草
稿
13
十
八
)

上
野
発
の
夕
方
の
汽
車
で
出
発
︒
た
だ
し
︑
志
賀
直
温
は
上
等
車
︑
直
哉
は
中
等
車
で
出
発
︒
(﹃
山
形
﹄
)

＊
総
武
鉄
道
の
清
算
で
志
賀
直
温
は
三
万
円
を
貰
い

(＊
存
疑
)
︑
古
河
の
技
師
・
木
村
長
七
に
頼
ん
で
熊
沢
銅
山
を
買
い
︑
直
哉
と
見
に

行
っ
た
︒
(﹃
祖
父
﹄
十
六
)
(座
談
会
﹃
志
賀
直
哉
日
記
を
め
ぐ
っ
て
﹄
)

8
・
16
(木
)

直
哉
は
︑
仙
台
北
一
番
丁
に
住
む
祖
父
の
妹
・
佐
藤
う
の
を
訪
問
す
る
︒
(﹃
山
形
﹄
)
(﹁
手
帳
4
﹂
補
⑤
P
90
)

8
・
17
(金
)

直
哉
は
︑
木
下
利
玄
に
松
島
か
ら
絵
葉
書
を
出
す
︒
(M
39
・
8
・
17
木
下
利
玄
宛
書
簡
)

8
・
19
(日
)

直
哉
と
志
賀
直
温
は
鳴
子
泊
︒
(M
39
・
8
・
22
志
賀
浩
宛
書
簡
)

鳴
子
温
泉
に
泊
っ
た
夜
︑
志
賀
直
温
は
︑
鉱
山
の
話
か
ら
︑
志
賀
家
と
古
河
の
関
係
に
つ
い
て
語
り
︑
足
尾
銅
山
の
権
利
を
古
河
に
譲
っ

た
時
に
古
河
か
ら
贈
ら
れ
た
千
円
が
志
賀
家
の
財
産
の
基
礎
に
な
っ
た
と
言
う
︒
(﹃
祖
父
﹄
十
六
)
(﹃
山
形
﹄
)
直
哉
が
子
供
の
頃
︑
我
が

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
)

一
五
三



侭
で
少
し
も
志
賀
銀
の
言
う
事
を
聞
か
ず
︑
銀
は
よ
く
泣
い
て
そ
れ
を
訴
え
た
と
い
う
話
も
す
る
︒
(﹃
続
創
作
余
談
﹄
)
(﹃
身
辺
の
こ
と
﹄﹁
意

地
悪
﹂
)

8
・
20
(月
)

早
朝
よ
り
︑
直
哉
と
志
賀
直
温
は
︑
佐
藤
の
案
内
で
︑
鬼
首
吹
上
温
泉
に
行
く
︒
午
後
三
時
出
発
し
て
︑
寒
風
沢
温
泉
︑
矢
楯
鉱
山
を
廻

り
︑
鳴
子
に
帰
着
︒
矢
楯
鉱
山
は
︑
以
前
買
っ
た
鉱
山
だ
が
︑
あ
ま
り
有
望
で
は
な
い
︒
(
M
39
・
8
・
22
志
賀
浩
宛
書
簡
)
(﹃
山
形
﹄
)

8
・
21
(火
)

早
朝
︑
直
哉
と
志
賀
直
温
は
︑
鈴
木
︑
佐
藤
︑
譲
渡
人
の
村
田
︑
坑
夫
・
富
次
ら

(
高
橋
富
次
︑
﹁
手
帳
4
﹂
補
⑤
P
79
)
と
︑
今
度
一
万
円

程
で
権
利
を
買
う
こ
と
に
し
た
熊
沢
鉱
山
に
赴
く
︒
番
小
屋
に
泊
ま
る
︒
沢
で
清
水
を
浴
び
る
︒
(﹃
山
形
﹄
)
(
M
39
・
8
・
22
志
賀
浩
宛
書

簡
)
↓
未
定
稿
35
﹃
小
説

苔
の
床
﹄︑
36
の
モ
デ
ル

8
・
22
(水
)

朝
七
時
半
に
熊
沢
鉱
山
発
︑
十
時
半
に
鳴
子
着
︑
午
後
に
直
哉
は
志
賀
浩
に
手
紙
を
書
く
︒
(
M
39
・
8
・
22
志
賀
浩
宛
書
簡
)

8
・
23
(木
)

直
哉
は
︑
志
賀
直
温
と
別
れ
︑
鳴
子
か
ら
山
形
に
赴
く
︒
三
泊
し
て
帰
京
の
予
定
︒
(﹃
山
形
﹄
)
(M
39
・
8
・
22
志
賀
浩
宛
書
簡
)

8
・
24
(金
)

直
哉
は
︑
志
賀
直
方
の
師
・
三
浦
了
覚
と
話
す
︒
三
浦
了
覚
は
盲
目
の
禅
僧
で
︑
社
会
主
義
を
警
戒
し
︑
直
哉
に
︑
大
学
の
勉
強
に
専
念

し
親
に
安
心
を
か
け
ろ
と
言
う
が
︑
直
哉
は
納
得
せ
ず
︒
(﹃
山
形
﹄
)
(M
39
・
9
・
5
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
(﹃
暗
夜
行
路
﹄
草
稿
13
十
八
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
ソ
ン
ド
リ
オ
の
消
印
︑
麻
布
九
月
二
十
九
日
の
消
印
︒
二
︑
三
日
前
に
越
後
旅
行
の
手
紙
が
届
い

た
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

8
・
25
(土
)

直
哉
と
志
賀
直
方
は
三
浦
了
覚
の
寺
に
行
き
︑
宿
泊
︒
(﹃
山
形
﹄
)
(﹃
暗
夜
行
路
﹄
草
稿
13
十
八
)

8
・
26
(日
)

寺
か
ら
山
形
へ
の
帰
途
︑
川
魚
料
理
屋
で
︑
直
哉
は
︑
志
賀
直
方
に
︑
下
ら
な
い
問
題
で
志
賀
直
温
と
衝
突
す
る
よ
う
な
事
は
よ
せ
︑
少

な
く
と
も
皇
室
の
事
な
ど
か
れ
こ
れ
言
う
な
と
諭
さ
れ
る
が
︑
逆
ら
い
︑
コ
ッ
プ
を
投
げ
付
け
ら
れ
る
︒
予
定
を
早
め
︑
晩
の
汽
車
で
帰

る
︒
(﹃
山
形
﹄
)
(﹃
暗
夜
行
路
﹄
草
稿
13
十
八
)

＊
直
哉
が
行
っ
た
寺
は
︑
山
形
在
白
岩
洞
興
寺
で
︑
帰
り
に
寄
っ
た
川
魚
料
理
は
丸
万
︒
(
S
2
・
3
・
25
﹁
読
売
新
聞
﹂
掲
載
﹁
閑
談
﹂
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
)

一
五
四



8
・
27
(月
)

直
哉
は
︑
帰
京
︒
(M
39
・
8
・
22
志
賀
浩
宛
書
簡
)
(M
39
・
9
・
5
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

8
・
29
(水
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
手
紙
を
書
く
︒
二
十
五
日
の
晩
か
ら
柏
木
に
引
っ
越
し
た
︑
た
ぶ
ん
英
文
科
に
す
る
つ
も
り
︑
二
︑
三
日
前
︑
広
勝

を
見
た
が
︑
壮
士
の
よ
う
な
も
の
が
来
て
金
を
持
っ
て
い
っ
た
り
す
る
し
︑
本
人
も
朝
か
ら
ど
こ
か
へ
飛
び
出
す
し
︑
家
で
も
迷
惑
し
て

い
る
︑
広
勝
は
邪
道
に
陥
っ
た
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
ナ
ポ
リ
の
消
印
︑
麻
布
十
月
八
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

8
・
30
(木
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
ナ
ポ
リ
の
消
印
︑
麻
布
十
月
八
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

8
・
31
(金
)

木
下
利
玄
︑
正
親
町
公
和
︑
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
正
親
町
公
和
の
新
作
﹃
浮
き
雲
﹄︑
武
者
小
路
実
篤
の
新
作
の
筋
を
聞

き
︑
直
哉
は
当
世
の
東
洋
流
の
所
謂
道
徳
家
を
暗
に
罵
っ
た
小
説
﹃
社
会
の
罪
﹄
(
木
下
利
玄
が
仮
に
つ
け
た
題
で
︑
未
定
稿
22
﹃
(き
さ
子
と
真

三
)﹄
の
こ
と
)
を
読
む
︒
(木
下
利
玄
日
記
)

9

東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
に
入
学
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

直
哉
・
正
親
町
公
和
・
木
下
利
玄
・
川
村
弘
は
文
学
科
︑
武
者
小
路
実
篤
は
哲
学
科
に
入
学
︒
(﹃
東
京
帝
国
大
学
一
覧

明
治
三
十
九
年
～
四

十
年
﹄
)

9
・
2
(日
)

向
島
で
︑
木
下
利
玄
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

9
・
3
(月
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
源
之
助
の
﹁
夏
祭
女
団
七
﹂
が
よ
か
っ
た
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

9
・
4
(火
)

直
哉
は
︑
木
下
利
玄
の
淀
橋
の
新
宅
に
十
六
夜
の
月
を
見
に
行
き
︑
広
勝
が
こ
の
春
堕
胎
を
し
て
声
を
潰
し
た
と
聞
く
︒
(M
39
・
9
・
5

有
島
生
馬
宛
書
簡
)
↓
『暗
夜
行
路
﹄
(第
二
│
十
一
)
の
モ
デ
ル

鹿
児
島
の
川
村
弘
が
︑
東
京
の
直
哉
に
手
紙
を
出
す
︒
(﹃
芳
舟
遺
稿
﹄
所
収
川
村
弘
書
簡
)

9
・
5
(水
)

直
哉
は
︑
有
島
生
馬
宛
の
手
紙
に
︑
志
賀
直
温
と
の
旅
行
の
結
果
︑︽
十
年
来
甞
つ
て
な
か
つ
た
や
う
な
親
し
み
を
︾
父
に
持
ち
︑︽
僕
に

と
つ
て
今
度
の
旅
行
は
面
白
い
と
い
ふ
よ
り
寧
ろ
嬉
し
い
旅
行
だ
つ
た
︒︾
と
記
す
︒
昇
之
助
は
美
の
神
髄
で
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
︑

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
)

一
五
五



頭
の
中
に
存
在
し
て
お
り
︑
鹿
野
山
の
娘
に
も
そ
の
無
形
の
力
が
働
い
て
い
る
こ
と
︑
広
勝
が
と
う
と
う
倒
れ
て
止
ん
だ
こ
と
︑
広
勝
の

陥
っ
た
罪
を
生
ん
だ
も
の
を
究
め
︑
そ
れ
を
攻
め
る
の
が
文
学
者
と
し
て
立
つ
自
分
の
仕
事
だ
︑
関
安
子
は
今
円
通
寺
に
い
る
︑
本
の
世

話
く
ら
い
し
か
出
来
な
い
︑
安
子
の
事
は
︑
万
事
山
本
愛
子
に
任
せ
︑
何
か
自
分
の
力
を
要
す
る
よ
う
な
場
合
に
出
来
る
だ
け
の
事
を
し

よ
う
と
思
っ
て
い
る
︑
安
子
に
は
山
本
愛
子
の
よ
う
な
人
に
な
っ
て
欲
し
い
︑
な
ど
と
書
き
送
る
︒
(
M
39
・
9
・
5
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

こ
の
頃
か
？

直
哉
は
︑
志
賀
留
女
か
ら
志
賀
直
温
が
︽
彼
奴
の
為
め
に
は
も
う
ど
ん
な
事
が
あ
つ
て
も
涙
は
こ
ぼ
れ
な
い
︾
と
言
っ
て
い
た
と
い
う
事

を
聞
き
︑
淋
し
い
気
が
す
る
︒
(﹃
暗
夜
行
路
﹄
草
稿
2
三
)
(﹃
和
解
﹄
三
)

9
・
7
(金
)

正
親
町
公
和
が
直
哉
に
自
筆
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

9
・
8
(土
)

里
見
弴
が
直
哉
に
自
筆
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

9
・
11
(火
)

東
京
帝
国
大
学
で
第
一
学
期
開
始
︒
(﹃
東
京
帝
国
大
学
一
覧

明
治
三
十
九
年
～
四
十
年
﹄
)

柳
宗
悦
が
直
哉
に
手
紙
を
書
く
︒
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
神
話
の
英
語
の
本
を
教
え
て
欲
し
い
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

こ
の
頃
か
？

直
哉
は
︑
元
良
勇
次
郎
﹁
ヴ
ン
ト
心
理
概
論
﹂︑
上
田
敏
﹁
M
o
d
e
rn
E
n
g
lish
P
ro
.﹂
︑
夏
目
漱
石
﹁
オ
セ
ロ
﹂﹁
十
八
世
紀
文
学
﹂︑
大

塚
保
治
﹁
美
学
概
︑
美
学
﹂﹁
美
術
史
﹂︑
芳
賀
矢
一
﹁
文
学
概
論
﹂︑
藤
岡
勝
二
﹁
言
語
学
﹂︑
福
来
友
吉
﹁
実
験
心
理
学
﹂
︑
八
杉
貞
利

﹁
ロ
シ
ア
語
学
﹂
の
履
修
を
考
え
た
︒
(﹁
手
帳
4
﹂
補
⑤
P
80
)
(﹁
手
帳
5
﹂
補
⑤
P
92
)

＊
文
学
科

(英
吉
利
文
学
受
験
)
の
卒
業
に
は
︑﹁
英
吉
利
語
学
﹂・﹁
英
吉
利
文
学
﹂
五
︑
﹁
言
語
学
﹂
一
︑
﹁
文
学
概
論
﹂
一
︑
﹁
心
理
学
﹂

一
︑﹁
美
学
﹂
一
︑﹁
哲
学
概
論
﹂
一
の
必
修
科
目
の
他
︑
フ
ラ
ン
ス
語
か
ド
イ
ツ
語
の
一
種
と
国
語
漢
文
の
語
学
試
験
︑
卒
業
試
験

(論

文
試
験
︑
口
述
試
験
)
の
合
格
が
必
要
だ
っ
た
︒
(﹃
東
京
帝
国
大
学
一
覧

明
治
三
十
九
年
～
四
十
年
﹄
)

9
・
13
(木
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
十
四
日
の
消
印
︒
時
間
割
に
つ
い
て
更
に
研
究
し
よ
う
と
思
っ
て
正
親
町
公
和
を
誘
っ
た
が
︑
や
め

た
︑
新
左
団
次
で
も
伊
井
で
も
同
行
す
る
︑
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
手
紙
の
礼
︑
祖
母

(玉
浦
)
が
十
日
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
)

一
五
六



柳
宗
悦
が
直
哉
に
早
速
の
返
事
を
感
謝
し
︑
岩
倉
重
具
の
海
軍
兵
学
校
合
格
を
告
げ
る
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
柳
宗
悦
全
集
﹄
)

9
・
14
(金
)

直
哉
は
明
治
座

(故
市
川
左
団
次
三
回
忌
追
善
興
行
︑﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)
で
観
劇
︒
そ
こ
で
耳
に
し
た
会
話
と
︑
な﹅

き﹅

な﹅

め﹅

に

つ
い
て
手
帳
に
記
す
︒
(﹁
手
帳
4
﹂
補
⑤
P
81
)
↓
後
の
未
定
稿
69
﹃
せ
め
ふ
さ
げ
﹄
(十
三
)

9
・
15
(土
)

直
哉
は
︑
左
団
次
の
こ
と
を
書
い
た
葉
書
を
有
島
生
馬
に
送
っ
た
ら
し
い
︒
(M
39
・
10
・
20
志
賀
直
哉
宛
有
島
生
馬
書
簡
)

9
・
18
(火
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
麻
布
十
月
三
十
一
日
の
消
印
︒
十
三
日
に
ナ
ポ
リ
で
有
島
武
郎
と
合
流
し
た
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀

直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

こ
の
頃
か
ら
か
？大

学
付
近
の
武
者
小
路
実
篤
の
知
人

(真
鍋
︑
M
40
・
3
・
6
︑
4
・
24
日
記
)
の
家
を
借
り
て
︑
武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
ド
イ
ツ
語
を
教

え
︑
直
哉
が
武
者
小
路
実
篤
に
英
語
を
教
え
た
︒
後
に
は
︑
武
者
小
路
実
篤
の
自
宅
に
場
所
を
移
し
て
木
下
利
玄
も
参
加
︒
マ
ー
ク
・
ト

ウ
ェ
ー
ン
︑
ゴ
ー
リ
キ
ー
︑
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
な
ど
を
テ
キ
ス
ト
に
し
た
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
年
譜
)
(武
者
小
路
実
篤
﹃
或
る
男
﹄
百
四
)

9
・
27
(木
)

正
親
町
公
和
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
二
十
八
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

9
・
30
(日
)

直
哉
は
︑
内
村
鑑
三
の
話
を
聞
い
て
︑
内
容
を
手
帳
に
記
す
︒
途
中
で
見
か
け
た
草
刈
男
に
つ
い
て
手
帳
に
記
す
︒
(﹁
手
帳
4
﹂
補
⑤
P
83

～
84
)
↓
後
の
未
定
稿
69
﹃
せ
め
ふ
さ
げ
﹄
(十
二
)

10
・
3
(水
)

直
哉
は
︑
洋
行
し
た
い
と
手
帳
に
記
す
︒
(﹁
手
帳
4
﹂
補
⑤
P
84
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
ロ
ー
マ
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

10
・
9
(火
)

直
哉
は
夏
目
漱
石
の
授
業
で
︑
小
説
は
美
を
対
象
と
す
る
の
で
読
後
感
が
悪
い
の
は
よ
く
な
い
︑
“
O
th
e
llo
”
は
読
後
感
が
悪
い
と
い
う

話
を
聞
く
︒
(﹁
手
帳
4
﹂
補
⑤
P
85
～
86
)

10
・
11
(木
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
テ
ィ
ボ
リ
十
二
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

10
・
13
(土
)

東
京
帝
国
大
学
の
入
学
宣
誓
式
︒
(﹃
芳
舟
遺
稿
﹄
所
収
川
村
弘
日
記
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
)

一
五
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直
哉
は
︑
手
帳
に
︑︽
恋
ハ
チ
ャ
ン
ス
デ
ア
ル
︑
チ
ャ
ン
ス
ヲ
避
ケ
テ
居
ル
聖
人
ハ
仕
舞
ヒ
マ
デ
恋
ハ
出
来
ヌ
︑
希
伯
来
書
ニ
淫
ヲ
避
ケ

ヨ
ト
ア
ル
ガ
︑
此
教
ヲ
堅
く
守
ッ
テ
居
ル
人
ハ
︑
見
惚
レ
ノ
思
ヒ
出
ノ
ミ
ヲ
多
ク
ス
ル
カ
モ
知
レ
ヌ
ガ
神
聖
ニ
モ
汚
レ
タ
ニ
モ
︑
一
生
恋

ト
云
フ
ヿ
ノ
出
来
ヌ
男
ナ
リ
︑
而
シ
テ
カ
ウ
云
フ
男
ニ
カ
ギ
ッ
テ
神
聖
ナ
恋
ヲ
夢
ミ
テ
居
ル
モ
ノ
ダ
︒
一
体
其
男
ト
ハ
誰
？
︾
と
記
す
︒

(﹁
手
帳
4
﹂
補
⑤
P
88
)

10
・
16
(火
)

直
哉
は
﹁
手
帳
5
﹂
(
Im
p
re
ssio
n
sⅧ

)
を
使
い
始
め
る
︒
読
者
を
主
人
公
と
し
た

D
u
R
o
m
a
n
を
考
え
る
︒
二
ヶ
月
の
旅
行
を
終
え
て

ロ
ー
マ
に
戻
っ
た
と
い
う
有
島
生
馬
か
ら
の
手
紙
が
届
く
︒
(新
﹃
志
賀
直
哉
全
集
﹄
補
⑤
P
92
～
)

10
・
17
(水
)

直
哉
は
︑
黒
木
三
次
・
木
下
利
玄
・
細
川
護
立
と
歌
舞
伎
座
で
観
劇
︒﹁
川
中
島
東
都
錦
絵
﹂
﹁
双
蝶
々
曲
輪
日
記
﹂
(引
窓
)
﹁
田
舎
源

氏
﹂
(古
寺
)
﹁
心
中
天
網
島
﹂
(河
庄
)
﹁
勢
獅
子
﹂︒
雁
治
郎
な
ど
︒﹁
引
窓
﹂
は
前
日
も
見
た
︒
(﹁
手
帳
5
﹂
補
⑤
P
93
～
94
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎

年
代
記
﹄
坤
の
巻
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
ロ
ー
マ
十
八
日
︑
麻
布
十
一
月
二
十
八
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

10
・
19
(金
)

直
哉
は
︑
月
に
三
十
円
︑
年
に
三
百
六
十
円
貰
う
小
遣
い
の
内
︑
二
百
円
か
三
百
円
を
三
年
た
め
︑
さ
ら
に
父
・
志
賀
直
温
か
ら
援
助
を

貰
っ
て
計
二
千
円
ほ
ど
で
洋
行
す
る
事
を
考
え
る
︒
(﹁
手
帳
5
﹂
補
⑤
P
96
～
97
)

10
・
20
(土
)

直
哉
は
朝
重
の
﹁
近
頃
河
原
達
引
﹂
堀
川
の
段
を
聞
く
︒
朝
重
を
道
徳
律
の
窮
屈
な
も
の
を
嫌
う
自
由
人
だ
と
思
う
︒
(﹁
手
帳
5
﹂
補
⑤
P

97
～
98
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
有
島
武
郎
が
バ
チ
カ
ン
に
法
王
へ
の
謁
見
を
断
り
に
行
っ
て
帰
っ
て
き
た
︑
明
日
ロ
ー
マ
を
去
る

な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

10
・
21
(日
)

晩
︑
直
哉
は
︑
来
宅
し
た
里
見
弴
に
﹃
真
三
き
さ
子
﹄
を
読
ん
で
聞
か
せ
︑
文
体
が
理
屈
臭
い
と
感
じ
る
︒
一
月
ほ
ど
だ
が
︑
夏
目
漱
石

の
講
義
を
聞
い
て
︑
文
章
な
ど
に
も
陳
腐
な
こ
と
が
あ
る
と
妙
に
気
に
な
っ
て
き
た
の
は
︑
あ
り
が
た
い
と
思
う
︒
昨
日
読
ん
だ
ト

ウ
ェ
ー
ン
の
話
を
落
語
に
作
っ
て
み
よ
う
か
と
思
う
︒
(﹁
手
帳
5
﹂
補
⑤
P
98
～
99
)

志
賀
直
哉
年
譜
考
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有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
ア
ッ
シ
ジ
二
十
二
日
︑
麻
布
十
一
月
二
十
七
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

10
・
22
(月
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
ア
ッ
シ
ジ
の
消
印
︑
麻
布
十
一
月
二
十
七
日
の
消
印
︒
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
寺
院
に
行
っ
た
こ
と
︒

(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

10
・
23
(火
)

直
哉
は
夏
目
漱
石
の
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
に
つ
い
て
の
講
義
を
聞
き
︑
手
帳
に
記
す
︒
(﹁
手
帳
5
﹂
補
⑤
P
99
)

10
・
24
(水
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
手
紙
を
書
く
︒
正
親
町
公
和
が
︑
直
哉
と
武
者
小
路
実
篤
が
や
っ
て
い
る
語
学
の
交
換
教
授
の
勉
強
会
の
英
語

の
部
に
加
わ
り
た
い
と
言
っ
て
い
る
︑
ド
イ
ツ
語
を
先
に
し
て
一
時
半
か
二
時
に
来
て
貰
う
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
︑
と
の
こ
と
︒
こ
の
こ

ろ
志
賀
家
は
︑
病
気

(志
賀
隆
子
の
赤
痢
︑
M
39
・
11
・
21
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
で
五
日
間
の
外
出
禁
止
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)

10
・
25
(木
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
消
印
︑
麻
布
十
一
月
三
十
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

10
・
28
(日
)

直
哉
は
︑
大
学
は
考
え
も
の
だ
︑
学
士
の
肩
書
き
を
使
っ
て
中
学
校
の
先
生
を
す
る
気
が
あ
る
か
ら
迷
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
︑
規
則
づ

く
め
で
束
縛
さ
れ
る
教
師
は
い
や
だ
︑
卒
業
向
き
の
嫌
な
勉
強
を
し
な
い
と
卒
業
は
出
来
な
い
︑
大
学
は
徴
兵
避
け
以
上
の
意
味
を
持
た

な
い
︑
夏
目
漱
石
の
講
義
だ
け
は
聞
き
た
い
︑
な
ど
と
手
帳
に
記
す
︒
(﹁
手
帳
5
﹂
補
⑤
P
99
～
102
)
↓
『
大
津
順
吉
﹄
の
中
等
教
員
志
望

こ
の
頃
か
？

稲
・
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
か
ら
︑
水
曜
日
の
会
に
電
話
で
誘
わ
れ
︑
直
哉
は
﹁
た
い
が
い
出
ま
す
﹂
と
返
事
を
す
る
︒
(﹃
大
津
順
吉
﹄
第
一
│

三
)
(草
稿
﹃
第
三
篇
﹄
四
)

10
・
30
(火
)

直
哉
は
︑
稲
・
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
と
同
じ
程
度
に
愛
し
て
い
る
他
の
女
に
会
い
に
行
く
事
で
︑
両
方
の
愛
を
減
殺
す
る
事
を
考
え
る
︒
(﹁
手

帳
5
﹂
補
⑤
P
102
～
103
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
三
十
一
日
︑
麻
布
十
二
月
八
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

10
・
31
(水
)

直
哉
は
朝
か
ら
気
分
が
悪
い
が
︑
大
学
に
行
き
︑
夜
︑
稲
・
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
の
と
こ
ろ
に
行
く
︒
ダ
ン
ス
は
し
な
い
か
ら
と
嘘
を
つ
い
て

招
か
れ
︑
実
際
に
は
ダ
ン
ス
が
あ
っ
た
の
で
不
快
な
思
い
を
す
る
︒
稲
は
六
月
か
ら
神
経
衰
弱
に
か
か
り
︑
著
し
く
痩
せ
衰
え
︑
以
前
の

よ
う
な
傲
慢
な
女
で
は
な
く
な
っ
た
と
思
う
︒
(﹁
手
帳
5
﹂
補
⑤
P
103
～
105
)
(﹃
大
津
順
吉
﹄
第
一
│
四
)
(草
稿
﹃
第
三
篇
﹄
五
)

志
賀
直
哉
年
譜
考
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11
・
1
(木
)

直
哉
は
朝
か
ら
体
調
が
悪
い
︒
直
哉
は
︑
類
似
赤
痢
に
か
か
っ
て
お
り
︑
隣
の
部
屋
に
泊
ま
り
込
ん
だ
志
賀
留
女
の
看
護
を
も
っ
ぱ
ら
受

け
る
こ
と
と
な
る
︒
留
女
の
匂
い
を
か
ぎ
︑
抱
か
れ
て
寝
て
い
た
幼
年
時
代
を
思
い
出
す
︒
(M
39
・
11
・
21
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
(M
40
・

7
・
8
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
(﹃
大
津
順
吉
﹄
第
一
│
五
︑
六
)
(草
稿
﹃
第
三
篇
﹄
六
︑
七
)

正
親
町
公
和
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

11
・
2
(金
)

午
後
六
時
か
ら
内
村
鑑
三
の
家
で
教
友
会
の
相
談
会
︒
直
哉
は
出
席
予
定
だ
っ
た
︒
(﹁
手
帳
5
﹂
補
⑤
P
102
)

こ
の
頃
か
？

直
哉
は
︑
既
成
作
品
と
し
て
︑﹃
雪
雄
﹄
(↓
未
定
稿
3
)
・﹃
悪
魔
凱
歌
﹄
(↓
未
定
稿
19
)
・﹃
お
き
さ
と
真
三
﹄
(↓
未
定
稿
22
)
︑
未
完
成
・

腹
案
中
と
し
て
︑﹃
冨
貴
色
悪
魔
誘
惑
﹄・﹃
小
楽
者
の
死
﹄・﹃
谷
の
水
車
﹄
(↓
後
の
未
定
稿
23
︑
24
︑
39
)
・
﹃
お
竹
と
利
次
郎
﹄
(↓
未
定
稿

14
)
・﹃
お
蔦
と
富
次
﹄
(↓
後
の
未
定
稿
10
︑
11
︑
65
︑
66
)
・﹃
富
と
家
庭
﹄・
﹃
大
心
﹄
︑
小
品
未
完
成
と
し
て
︑﹃
死
猿
﹄
(↓
未
定
稿
9
)
・

﹃
舞
踏
会
﹄・﹃
万
霊
塔
﹄︑
そ
の
他
﹃
脱
営
﹄﹃
牧
と
朝
重
﹄
な
ど
の
作
品
名
を
手
帳
に
記
す
︒
(﹁
手
帳
5
﹂
補
⑤
P
105
～
106
)

11
・
5
(月
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
ミ
ラ
ノ
五
日
︑
麻
布
十
二
月
八
日
の
消
印
︒
六
枚
続
き
の
絵
葉
書
も
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡

集
﹄
)

11
・
6
(火
)

直
哉
は
︑
な
ん
で
も
う
ん
と
強
く
︑
自
由
な
︑
思
い
切
っ
て
怒
る
事
の
出
来
る
︑
思
い
切
っ
て
笑
う
事
の
出
来
る
︑
思
い
切
っ
て
泣
く
事

の
出
来
る
︑
ま
じ
り
っ
気
な
し
に
何
で
も
出
来
る
人
間
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
︑
と
手
帳
に
記
す
︒
(﹁
手
帳
5
﹂
補
⑤
P
106
)

正
親
町
公
和
が
直
哉
に
見
舞
い
の
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

11
・
8
(木
)

夜
︑
直
哉
は
寝
床
で
義
太
夫
を
さ
ら
う
︒
(﹁
手
帳
5
﹂
補
⑤
P
106
～
107
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
少
し
は
い
い
と
い
う
話
だ
が
︑
も
っ
と
よ
く
な
っ
た
か
と
の
こ
と
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)

11
・
10
(土
)

服
部
他
之
助
の
家
で
︑
岩
倉
具
重
の
送
別
会
︒
直
哉
も
出
席
予
定
だ
っ
た
︒
(﹁
手
帳
5
﹂
補
⑤
P
102
)

こ
の
頃
か
？

直
哉
は
写
真
撮
影
︒
(﹃
新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム

志
賀
直
哉
﹄
掲
載
・
写
真
)
(
筑
摩
書
房
﹃
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム

志
賀
直
哉
﹄
掲
載
・
写
真
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
)

一
六
〇



11
・
13
(火
)

有
島
武
郎
・
有
島
生
馬
・
岩
下
家
一
が
︑
ス
イ
ス
か
ら
直
哉
へ
寄
せ
書
き
の
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
有
島
武
郎
全
集
﹄
)

11
・
16
(金
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)

こ
の
頃
か
？

直
哉
は
病
気
が
ぶ
り
返
し
︑
激
し
く
血
を
下
す
︒
(﹃
大
津
順
吉
﹄
第
一
│
七
)
(草
稿
﹃
第
三
篇
﹄
八
)

11
・
19
(月
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
︑
有
島
武
郎
や
マ
テ
ィ
ル
ダ
・
ヘ
ッ
ク
ら
と
寄
せ
書
き
の
絵
葉
書
を
書
く
︒
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
二
十
日
の
消
印
︒

(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

11
・
21
(水
)

直
哉
は
︑
有
島
生
馬
に
手
紙
を
書
く
︒
夏
目
漱
石
の
授
業
は
︑﹁
英
国
十
八
世
紀
文
学
﹂
と

“
M
e
rch
a
n
t
o
f
V
e
n
ice
”
と
で
週
に
六
時
間

あ
り
︑
最
も
面
白
い
︒
他
に
取
っ
て
い
る
の
は
︑
上
田
敏
の
講
義
︑
芳
賀
矢
一
﹁
文
学
概
論
﹂
︑
大
塚
保
治
﹁
美
学
﹂︑
藤
岡
勝
二
﹁
言
語

学
﹂︑
元
良
勇
次
郎
﹁
心
理
学
﹂
だ
が
︑
す
べ
て
下
ら
な
い
︑
よ
く
休
む
が
︑
学
課
の
修
了
証
だ
け
は
貰
お
う
か
と
人
の
ノ
ー
ト
を
借
り

て
写
し
て
い
る
︑
文
学
士
に
な
っ
て
も
仕
方
な
い
︑
乱
暴
し
た
た
め
類
似
赤
痢
が
三
四
日
前
か
ら
ぶ
り
返
し
た
が
︑
今
は
ど
う
と
も
な
い

な
ど
︒
(M
39
・
11
・
21
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
市
村
座
を
見
た
︑
明
日
お
目
に
か
か
る
︑
そ
の
う
ち
若
竹
亭
へ
も
お
伴
す
る
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直

哉
宛
書
簡
集
﹄
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
全
快
す
る
ま
で
は
乱
暴
す
る
の
を
や
め
て
身
体
を
治
す
こ
と
に
力
を
つ
く
す
よ
う
に
と
の
こ
と
︒

(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)

11
・
23
(金
)

直
哉
は
︑
尾
崎
紅
葉
訳
﹃
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
・
ソ
ナ
タ
﹄
を
読
む
︒
(﹁
手
帳
5
﹂
補
⑤
P
107
)

久
し
振
り
に
大
学
に
行
き
︑
西
洋
料
理
店
で
昼
食
︒
誘
惑
的
な
女
の
店
員
が
い
る
︒
(草
稿
﹃
第
三
篇
﹄
八
)

落
語
家
を
︑
滑
稽
を
主
に
し
た
も
の
と
滑
稽
に
一
種
の
皮
肉
を
加
味
し
た
も
の
と
の
二
種
に
わ
け
︑
後
者
に
属
す
る
も
の
と
し
て
︑
小
さ

ん
・
馬
楽
・
円
蔵
を
挙
げ
︑
評
価
す
る
︒
(﹁
手
帳
5
﹂
補
⑤
P
107
～
108
)

組
幸
の
﹁
本
朝
廿
四
孝
﹂
四
段
目

(十
種
香
)
を
聞
い
て
の
感
想
を
手
帳
に
記
す
︒
(﹁
手
帳
5
﹂
補
⑤
P
108
～
109
)
↓
後
の
未
定
稿
69
﹃
せ
め

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
)

一
六
一



ふ
さ
げ
﹄
(六
)

11
・
24
(土
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
消
印
︑
東
京
四
十
年
一
月
一
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

11
・
25
(日
)

直
哉
は
内
村
鑑
三
の
話
を
聞
き
︑
手
帳
に
記
す
︒
(﹁
手
帳
5
﹂
補
⑤
P
109
～
110
)

木
下
利
玄
の
応
接
間
で
待
た
さ
れ
た
時
の
不
快
を
手
帳
に
記
す
︒
(﹁
手
帳
5
﹂
補
⑤
P
110
)
↓
後
の
未
定
稿
69
﹃
せ
め
ふ
さ
げ
﹄
(
五
)

11
・
26
(月
)

直
哉
は
︑
四
時
～
六
時
ま
で
の
﹁
文
学
概
論
﹂
ま
で
に
は
大
分
時
間
が
あ
る
の
で
︑
市
村
座
に
行
く
途
中
︑
三
年
ぶ
り
く
ら
い
で
岩
元
禎

に
会
い
︑
翌
日
行
く
こ
と
を
約
束
︒
今
後
も
ち
ょ
い
ち
ょ
い
行
く
つ
も
り
︒
市
村
座
の
﹁
増
補
桃
山
譚
﹂︑
宮
戸
座
﹁
佐
倉
義
民
伝
﹂
を

見
る
︒﹁
文
学
概
論
﹂
は
休
み
︑
家
で
﹁
言
語
学
﹂
の
ノ
ー
ト
を
写
す
︒
(﹁
手
帳
5
﹂
補
⑤
P
111
～
112
)
(M
39
・
12
・
12
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)

11
・
28
(水
)

直
哉
は
木
下
利
玄
と
若
竹
亭
に
義
太
夫
を
聞
き
に
行
く
︒
大
吉
の
﹁
菅
原
伝
授
手
習
鑑
﹂
四
段
目
︑
末
勝
の
﹁
日
蓮
聖
人
御
法
海
﹂
三
段

目

(勘
作
住
家
)
︑
播
の
助
の
﹁
碁
太
平
記
白
石
噺
﹂︑
朝
重
の
﹁
三
十
三
間
堂
棟
由
来
﹂
(
柳
)
︑
素
行
の
﹁
恋
飛
脚
大
和
往
来
﹂
(新
口
村
)

を
聞
く
︒
(﹁
手
帳
5
﹂
補
⑤
P
114
～
115
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
二
十
九
日
の
消
印
︑
東
京
四
十
年
一
月
一
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

11
・
30
(金
)

有
島
武
郎
・
有
島
生
馬
が
︑
直
哉
へ
寄
せ
書
き
の
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
有
島
武
郎
全
集
﹄
)

こ
の
頃
か
？

直
哉
は
フ
ォ
ス
の

“
G
o
e
th
e
u
n
d
S
ch
ille
r
in
B
rie
fe
n
”
を
読
も
う
と
す
る
︒
(﹁
手
帳
5
﹂
補
⑤
P
112
～
113
)

12
・
？

細
川
護
立
・
正
親
町
公
和
・
木
下
利
玄
ら
の
暁
会
が
回
覧
雑
誌
﹁
暁
泉
﹂
を
発
行
︒
﹃
聯
珠
吟
﹄
に
直
哉
も
加
わ
っ
て
い
る
︒
も
と
も
と

は
二
月
二
十
三
日
か
ら
五
日
間
︑
学
習
院
で
行
わ
れ
た
も
の
を
細
川
護
立
が
書
き
綴
っ
た
も
の
︒
(紅
野
敏
郎
﹃
木
下
利
玄
論

(
上
)
﹄
S

55
・
10
﹁
文
学
﹂
)

12
・
1
(土
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
ド
レ
ス
デ
ン
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

12
・
2
(日
)

直
哉
は
内
村
鑑
三
の
話
を
聞
き
︑
手
帳
に
記
す
︒
(﹁
手
帳
5
﹂
補
⑤
P
114
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
)

一
六
二



｢御
隣
り
の
赤
が
来
て
食
べ
ま
す
よ
﹂
と
威
し
て
子
供
を
泣
き
止
ま
せ
る
母
親
へ
の
非
難
を
手
帳
に
書
く
︒
(﹁
手
帳
5
﹂
補
⑤
P
115
～
116
)

小
便
に
宿
る
月
に
つ
い
て
手
帳
に
書
く
︒
(﹁
手
帳
5
﹂
補
⑤
P
116
)
↓
後
の
未
定
稿
69
﹃
せ
め
ふ
さ
げ
﹄
(七
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
夏
目
漱
石
は
︑
小
さ
ん
の
落
語
は
好
き
︑
昇
之
助
の
義
太
夫
は
嫌
い
だ
そ
う
だ
︑
岡
山
孤
児
院
の

芝
居
に
行
こ
う
か
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

12
・
4
(火
)

直
哉
は
志
賀
隆
子
の
嫁
入
り
に
つ
い
て
手
帳
に
記
す
︒
(﹁
手
帳
5
﹂
補
⑤
P
117
)
↓
後
の
未
定
稿
69
﹃
せ
め
ふ
さ
げ
﹄
(四
)

12
・
6
(木
)

直
哉
は
葺
屋
町
大
ろ
じ
で
小
さ
ん
の
落
語
を
聞
く
︒
前
日
︑
三
日
前
も
行
っ
た
︒
(﹁
手
帳
5
﹂
補
⑤
P
117
～
118
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
ベ
ル
リ
ン
七
日
の
消
印
︑
麻
布
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

12
・
7
(金
)

直
哉
は
︑
武
者
小
路
実
篤
と
共
に
箱
根
へ
旅
行
︒
十
時
︑
新
橋
発
︒
国
府
津
で
松
平
茂
時
︑
酒
匂
川
で
林
三
郎
に
会
う
︒
橋
本
屋
泊
︒

(﹁
手
帳
5
﹂
補
⑤
P
118
～
119
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
ワ
イ
マ
ー
ル
十
三
日
の
消
印
︑
麻
布
四
十
年
一
月
十
六
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

12
・
8
(土
)

直
哉
と
武
者
小
路
実
篤
︑
九
時
に
元
箱
根
を
出
発
︑
笹
原
の
さ
く
ら
や
の
張
り
紙
を
手
帳
に
写
す
︒
修
善
寺
・
浅
羽
館
泊
︒
(﹁
手
帳
5
﹂

補
⑤
P
119
)
↓
後
の
未
定
稿
69
﹃
せ
め
ふ
さ
げ
﹄
(三
)

武
者
小
路
実
篤
と
連
名
で
︑
元
箱
根
・
橋
本
屋
の
庭
と
湖
の
絵
葉
書
を
木
下
利
玄
へ
出
す
︒
(紅
野
敏
郎
﹃
木
下
利
玄
宛
絵
葉
書
﹄
S
58
・
4

﹁
短
歌
﹂
)

12
・
9
(日
)

直
哉
と
武
者
小
路
実
篤
︑
八
時
に
出
発
︑
伊
東
・
暖
香
園
泊
︒
山
田
寅
之
助
の
旅
行
談
を
読
む
︒
(﹁
手
帳
5
﹂
補
⑤
P
119
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
手
紙
を
書
く
︒
昇
之
助
と
い
う
と
明
治
三
十
七
年
頃
の
切
り
下
げ
髪
の
姿
を
連
想
す
る
︑
君
は
つ
い
こ
の
間
組
幸
ら

の
義
太
夫
は
第
三
者
と
し
て
語
る
が
︑
昇
之
助
は
そ
の
人
と
な
っ
て
語
る
の
で
両
方
よ
い
と
言
っ
て
い
た
︑
歌
舞
伎
座
に
行
く
な
ら
一
緒

に
行
こ
う
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

12
・
10
(月
)

直
哉
と
武
者
小
路
実
篤
︑
六
時
に
出
発
︒
熱
海
︑
真
鶴
沖
を
国
府
津
ま
で
船
で
通
っ
て
帰
京
︒
晩
︑
大
ろ
じ
で
︑
小
さ
ん
・
円
左
・
円
蔵

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
)

一
六
三



の
落
語
を
聞
く
︒
そ
の
後
︑
組
幸
の
﹁
恋
飛
脚
大
和
往
来
﹂
(新
口
村
)
を
聞
く
︒
(﹁
手
帳
5
﹂
補
⑤
P
119
～
120
)
↓
後
の
未
定
稿
69
﹃
せ
め

ふ
さ
げ
﹄
(二
)

有
島
生
馬
宛
て
の
旅
行
の
感
想
に
︽
自
分
は
近
頃
理
屈
の
為
め
の
理
屈
︑
不
平
の
為
め
の
不
平
︒
気
六
ヶ
し
い
顔
を
し
て
る
為
め
の
気

六
ヶ
し
い
顔
が
嫌
い
に
な
つ
た
︾︑︽
大
変
自
由
に
な
つ
た
感
が
あ
る
︾
と
書
く
︒
(﹁
手
帳
5
﹂
補
⑤
P
118
)

12
・
11
(火
)

直
哉
は
︑
黒
木
を
初
め
と
し
て
︑
友
達
・
家
族
・
自
分
・
岩
元
な
ど
の
性
格
を
研
究
し
て
︑
雄
篇
を
作
ろ
う
と
考
え
る
︒
(﹁
手
帳
5
﹂
補

⑤
P
121
～
122
)

12
・
12
(水
)

直
哉
は
手
帳
に
﹃
万
霊
塔
﹄
に
関
す
る
メ
モ
を
す
る
︒︽
○
理
屈
ぬ
き
で
深
刻
が
ら
ぬ
や
う
︑
何
ん
と
な
く
気
楽
で
︑
馬
楽
の
落
語
の
心

持
ち
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
︑
／
○
何
事
も
云
つ
た
事
を
解
釈
せ
ぬ
事
︑
要
す
る
に
主
か
ん
的
の
文
句
は
ぬ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
︑
／
○
本
筋
に

関
せ
ぬ
私
事
は
出
来
る
だ
け
避
け
た
方
よ
し
︑
／
○
場
所
も
明
指
せ
ず
人
物
の
容
貌
な
ど
も
性
格
だ
け
書
い
て
︑
読
者
に
想
像
さ
せ
る
事
︑

／
○
総
て
心
持

(感
じ
)
を
主
と
す
る
事
︑︾
な
ど
と
記
す
︒
馬
楽
に
漱
石
の
﹃
坊
ち
や
ん
﹄
︑
鏡
花
の
﹃
通
夜
物
語
﹄﹃
三
枚
続
﹄
を
読

ま
せ
た
い
と
考
え
る
︒
円
蔵
・
馬
楽
・
小
さ
ん
を
一
つ
に
し
て
︑
世
の
中
の
偽
善
を
片
っ
端
か
ら
罵
ら
せ
た
ら
愉
快
だ
と
思
う
︒
床
屋
で

聞
い
た
会
話
を
手
帳
に
記
す
︒
(﹁
手
帳
5
﹂
補
⑤
P
122
～
124
)
↓
後
の
未
定
稿
69
﹃
せ
め
ふ
さ
げ
﹄
(一
)

直
哉
は
︑
有
島
生
馬
に
手
紙
を
書
く
︒
武
者
小
路
実
篤
と
し
た
旅
行
の
こ
と
︑
十
一
月
二
十
六
日
の
こ
と
︑
十
月
三
十
一
日
の
こ
と
な
ど
︒

(M
39
・
12
・
12
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
半
谷
重
固
に
手
紙
を
書
く
︒
二
週
間
ほ
ど
前
︑
半
谷
重
弘
か
ら
手
紙
を
貰
っ
た
︑
も
う
じ
き
祖
父
・
志

賀
直
道
の
一
周
忌
な
の
で
︑
ゆ
っ
く
り
遊
び
に
お
い
で
下
さ
い
︑
な
ど
︒
(M
39
・
12
・
12
半
谷
重
固
宛
書
簡
)

12
・
13
(木
)

直
哉
は
風
邪
だ
が
︑
歌
舞
伎
座
見
物
︒
岡
山
孤
児
院
慈
善
芝
居
だ
っ
た
︒
﹁
だ
ん
ま
り
市
原
野
﹂
﹁
菅
原
伝
授
手
習
鑑
﹂
を
見
る
︒
芝
翫
︑

八
百
蔵
︑
羽
左
衞
門
な
ど
︒
頭
痛
で
後
は
見
残
し
て
帰
宅
︒
(﹁
手
帳
6
﹂
補
⑤
P
129
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)

12
・
14
(金
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
ワ
イ
マ
ー
ル
の
消
印
︑
麻
布
四
十
年
一
月
十
六
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

12
・
？

有
島
生
馬
が
直
哉
に
自
筆
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
)

一
六
四



12
・
15
(土
)

直
哉
は
鏡
花
の
﹃
愛
火
﹄
を
読
む
︒
近
頃
は
こ
ん
な
の
が
少
し
嫌
に
な
る
︒
田
中
平
一
か
ら

“
C
u
rre
n
t
L
ite
ra
tu
re
”
を
送
っ
て
く
る
︒

(﹁
手
帳
5
﹂
補
⑤
P
128
)

12
・
16
(日
)

直
哉
は
︑﹁
手
帳
6
﹂
(
Im
p
re
ssio
n
sⅨ

)
を
使
い
始
め
る
︒﹁
菅
原
伝
授
手
習
鑑
﹂
を
読
む
︒
宮
松
亭
に
行
く
︒
京
の
助
の
﹁
恋
娘
昔
八

丈
﹂
鈴
ヶ
森
の
段
・
小
土
佐
の
﹁
伽
羅
先
代
萩
﹂
六
段
目

(御
殿
)
・
東
照
の
﹁
艶
容
女
舞
衣
﹂
酒
屋
の
段
・
東
糸
の
﹁
五
斗
兵
衛
﹂
・
朝

重
の
﹁
壺
坂
霊
験
記
﹂
を
聞
く
︒
(新
﹃
志
賀
直
哉
全
集
﹄
補
⑤
P
128
～
)

12
・
17
(月
)

直
哉
は
宮
戸
座
の
落
語
家
芝
居
を
見
る
が
︑
な
っ
て
い
な
い
と
思
う
︒
帰
途
︑
は
じ
め
て
浅
草
の
市
を
見
る
︒
(﹁
手
帳
6
﹂
補
⑤
P
132
)

直
哉
は
︑
木
下
利
玄
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
勉
強
は
風
邪
を
引
い
て
以
来
や
め
て
い
る
︑
鏡
花
の
新
し
い
小
説
を
読
ん
だ
︑
朝
重
の
﹁
壺
坂

霊
験
記
﹂
下
手
︑
落
語
家
の
芝
居
も
馬
鹿
げ
て
い
た
︑
な
ど
︒
(M
39
・
12
・
17
木
下
利
玄
宛
書
簡
)

12
・
？

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

12
・
18
(火
)

直
哉
は
三
十
九
度
近
い
高
熱
で
苦
し
む
︒
(﹁
手
帳
6
﹂
補
⑤
P
132
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

12
・
19
(水
)

直
哉
は
徳
富
蘆
花
の
﹃
巡
礼
紀
行
﹄
を
読
む
︒
(﹁
手
帳
6
﹂
補
⑤
P
132
)

12
・
20
(木
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
二
十
一
日
の
消
印
︒
学
校
は
土
曜
日
ま
で
あ
る
︑
元
良
勇
次
郎
が
︑
色
を
出
し
て
連
想
す
る
も
の

を
書
け
と
言
っ
た
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

12
・
21
(金
)

直
哉
は
三
十
日
ま
で
日
本
語
の
本
を
読
ま
ず
︑
英
語
・
ド
イ
ツ
語
の
本
を
読
む
こ
と
を
誓
う
︒
(﹁
手
帳
6
﹂
補
⑤
P
132
)

12
・
22
(土
)

直
哉
は
︑
手
帳
に
︽
尊
敬
の
伴
は
ざ
る
恋
は
︑
恋
人
を
ケ
ガ
シ
︑
己
れ
も
亦
ケ
ガ
サ
ル
︒
︾
と
記
す
︒
ゴ
ー
リ
キ
ー
の

“
In
th
e
S
te
p
p
e
”

“
2
6
M
e
n
a
n
d
a
G
irl”
“
A
n
A
u
tu
m
n
N
ig
h
t”
“
G
re
e
n
K
itte
n
”
を
読
む
︒
“
2
6
M
e
n
a
n
d
a
G
irl”
は
昇
之
助
と
の
関
係
に
似
て
い
る

と
思
う
︒
夜
︑
武
者
小
路
実
篤
と
話
す
︒
(﹁
手
帳
6
﹂
補
⑤
P
134
)

＊
『興
津
﹄・﹃
蝕
ま
れ
た
友
情
﹄
(一
)
に
も
﹃
二
十
六
人
と
一
人
﹄
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
︒

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
)

一
六
五



12
・
23
(日
)

直
哉
は
︑
武
者
小
路
実
篤
に
借
り
た
二
葉
亭
四
迷
訳
・
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
﹃
あ
ひ
ゞ
き
﹄
を
読
ん
で
感
心
︒
(﹁
手
帳
6
﹂
補
⑤
P
134
)

＊
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
は
︑
二
葉
亭
四
迷
訳
で
﹃
初
恋
﹄
を
読
ん
だ
の
が
最
初
︒
(﹃
稲
村
雑
談
﹄
﹁
読
書
﹂
)

12
・
24
(月
)

直
哉
は
手
帳
に
︑︽
○

W
e
w
a
n
te
d
so
m
e
th
in
g
to
lo
v
e
,
w
e
h
a
d
fo
u
n
d
w
h
a
t
w
e
w
a
n
te
d
,
a
n
d
w
e
lo
v
e
d
it.
G
o
rk
i.︾
と
記
す
︒

(﹁
手
帳
6
﹂
補
⑤
P
134
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
葉
書
の
礼
︑
明
日
三
浦
に
行
く
︑
来
年
岩
元
禎
に
紹
介
し
て
貰
お
う
と
の
こ
と
︒
(﹃
武
者
小
路

実
篤
全
集
﹄
)

12
・
25
(火
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
麻
布
四
十
年
一
月
二
十
四
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

こ
の
年
の
暮
か
？
前
年
の
暮
か
？

直
哉
は
︑
稲
・
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
・
カ
ー
ド
を
貰
い
︑
わ
ざ
わ
ざ
丸
善
ま
で
ク
リ
ス
マ
ス
・
カ
ー
ド
を
買
い
に
出
掛
け
て

送
る
︒
(﹃
大
津
順
吉
﹄
第
一
│
三
)
(草
稿
﹃
第
三
篇
﹄
四
)

12
・
26
(水
)

晩
︑
直
哉
は
角
筈
の
内
村
鑑
三
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
出
席
︒
(﹁
手
帳
6
﹂
補
⑤
P
135
～
137
)

12
・
28
(金
)

直
哉
は
︑
小
土
佐
の
﹁
艶
容
女
舞
衣
﹂
酒
屋
の
段
・
東
吉
の
﹁
百
度
平
﹂
・
東
糸
の
﹁
恋
飛
脚
大
和
往
来
﹂
(
新
口
村
)
・
朝
重
の
﹁
本
朝
廿

四
孝
﹂
四
段
目

(十
種
香
)
を
聞
く
︒
朝
重
を
妻
に
す
る
こ
と
を
考
え
︑
嘗
て
恋
し
た
M
女
を
思
い
︑
小
説
を
構
想
︒
(﹁
手
帳
6
﹂
補
⑤
P

138
～
140
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
消
印
︑
麻
布
四
十
年
二
月
七
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

金
田
か
ら
武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒﹁
学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
﹂
に
出
す
﹃
修
養
の
根
本
要
件
﹄
と
い
う
論
文
を
書
い
た
︑

な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)

12
・
29
(土
)

こ
の
頃
か
ら
︑
直
哉
は
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の

“
R
u
d
in
”
(﹃
ル
ー
ジ
ン
﹄
)
を
読
む
︒
(﹁
手
帳
6
﹂
補
⑤
P
140
～
141
)

正
親
町
公
和
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
)

一
六
六



木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
三
十
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

伊
豆
山
の
川
村
弘
が
東
京
の
直
哉
に
手
紙
を
出
す
︒
(﹃
芳
舟
遺
稿
﹄
所
収
川
村
弘
書
簡
)

12
・
30
(日
)

直
哉
は
内
村
鑑
三
の
話
を
聞
き
︑
手
帳
に
記
す
︒
(﹁
手
帳
6
﹂
補
⑤
P
142
)

こ
の
年

志
賀
直
方
が
分
家
︒
(志
賀
家
系
図
)

？
・
？

里
見
弴
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
)

一
六
七


